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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】昆虫防止、高耐光性照明カバーを提供する。
【解決手段】紫外線吸収剤Ａが下記一般式（１）で表される化合物よりなる、樹脂組成物
照明カバー。

【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　紫外線吸収剤Ａを含む樹脂組成物からなる照明カバーであって、前記紫外線吸収剤Ａが
下記一般式（１）で表される化合物よりなることを特徴とする照明カバー。
【化１】

［式中、Ｈｅｔ１は、２価の５あるいは６員環の芳香族ヘテロ環残基を表す。また、該芳
香族ヘテロ環残基は置換基を有していても良い。
　Ｒ１ａ、Ｒ１ｂ、Ｒ１ｃ、Ｒ１ｄ、Ｒ１ｅ、Ｒ１ｆ、Ｒ１ｇ及びＲ１ｈは互いに独立し
て、水素原子または１価の置換基を表す。］
【請求項２】
　前記一般式（１）で表される化合物が下記一般式（２）で表される化合物である、請求
項１記載の照明カバー。
【化２】

［式中、Ｒ２ａ、Ｒ２ｂ、Ｒ２ｃ、Ｒ２ｄ、Ｒ２ｅ、Ｒ２ｆ、Ｒ２ｇ及びＲ２ｈは、それ
ぞれ前記一般式（１）のＲ１ａ、Ｒ１ｂ、Ｒ１ｃ、Ｒ１ｄ、Ｒ１ｅ、Ｒ１ｆ、Ｒ１ｇ及び
Ｒ１ｈと同義である。Ｒ２ｉ及びＲ２ｊは互いに独立して、水素原子または１価の置換基
を表す。］
【請求項３】
　前記樹脂組成物が、３２０ｎｍにおける吸光度が２７０～４００ｎｍの範囲での極大吸
収波長における吸光度の２０％以上であり、かつ、極大吸収波長が３８０ｎｍ以下である
化合物よりなる紫外線吸収剤Ｂを含む、請求項１又は２に記載の照明カバー。
【請求項４】
　前記樹脂組成物が、前記紫外線吸収剤Ａの１００質量部に対してブルーイング剤Ｄを０
．００００１～１質量部含有する、請求項１～３のいずれか１項に記載の照明カバー。
【請求項５】
　前記樹脂組成物が、下記一般式（ＴＳ－Ｉ）～（ＴＳ－Ｖ）のいずれかで表される化合
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物Ｃのうちの少なくとも１種を含む、請求項１～４のいずれか１項に記載の照明カバー。
【化３】

〔一般式（ＴＳ－Ｉ）中、Ｒ91は水素原子、アルキル基、アルケニル基、アリール基、ヘ
テロ環基、アシル基、アルキルオキシカルボニル基、アルケニルオキシカルボニル基、ア
リールオキシカルボニル基、アルキルスルホニル基、アリールスルホニル基、ホスフィノ
トリル基、ホスフィニル基、又は－Ｓｉ(Ｒ97)(Ｒ98)(Ｒ99)を表す。ここで、Ｒ97、Ｒ98

、Ｒ99は同一でも異なってもいてもよく、それぞれアルキル基、アルケニル基、アリール
基、アルコキシ基、アルケニルオキシ基、又はアリールオキシ基を表す。－Ｘ91－は－Ｏ
－、－Ｓ－又は－Ｎ(－Ｒ100)－を表す。ここで、Ｒ100はＲ91と同義である。Ｒ92、Ｒ93

、Ｒ94、Ｒ95、Ｒ96は互いに同一でも異なってもよく、それぞれ、水素原子又は置換基を
表す。Ｒ91とＲ92、Ｒ100とＲ96、Ｒ91とＲ100は互いに結合して５～７員環のいずれかを
形成していてもよい。さらに、Ｒ92とＲ93、Ｒ93とＲ94が互いに結合して、５～７員環の
いずれか、スピロ環、又はビシクロ環を形成してもよい。但し、Ｒ91、Ｒ92、Ｒ93、Ｒ94

、Ｒ95、Ｒ96、及びＲ100のすべてが水素原子であることはなく、Ｒ91、Ｒ92、Ｒ93、Ｒ9

4、Ｒ95、Ｒ96、及びＲ100の総炭素数は１０以上である。
　一般式（ＴＳ－ＩＩ）中、Ｒ101、Ｒ102、Ｒ103、Ｒ104は各々独立に、水素原子、アル
キル基、又はアルケニル基を表し、Ｒ101とＲ102、Ｒ103とＲ104は結合し、５～７員環の
いずれかを形成してもよい。Ｘ101は水素原子、アルキル基、アルケニル基、アルキルオ
キシ基、アルケニルオキシ基、アルキルオキシカルボニル基、アルケニルオキシカルボニ
ル基、アリールオキシカルボニル基、アシル基、アシルオキシ基、アルキルオキシカルボ
ニルオキシ基、アルケニルオキシカルボニルオキシ基、アリールオキシカルボニルオキシ
基、アルキルスルホニル基、アルケニルスルホニル基、アリールスルホニル基、アルキル
スルフィニル基、アルケニルスルフィニル基、アリールスルフィニル基、スルファモイル
基、カルバモイル基、ヒドロキシ基、又はオキシラジカル基を表す。Ｘ102は５～７員環
のいずれかを形成するのに必要な非金属原子群を表す。
　一般式（ＴＳ－ＩＩＩ）中、Ｒ105及びＲ106はそれぞれ水素原子、脂肪族基、アシル基
、脂肪族オキシカルボニル基、芳香族オキシカルボニル基、脂肪族スルホニル基、又は芳
香族スルホニル基を表し、Ｒ107は脂肪族基、脂肪族オキシ基、芳香族オキシ基、脂肪族
チオ基、芳香族チオ基、アシルオキシ基、脂肪族オキシカルボニルオキシ基、芳香族オキ
シカルボニルオキシ基、置換アミノ基、複素環基、又はヒドロキシ基を表し、可能な場合
にはＲ105とＲ106、Ｒ106とＲ107、Ｒ105とＲ107は互いに結合し、５～７員環のいずれか
を形成してもよいが、２，２，６，６－テトラアルキルピペリジン残基を形成する場合を
除く。但し、Ｒ105及びＲ106の両方が水素原子であることはなく、Ｒ105及びＲ106の総炭
素数は７以上である。
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　一般式（ＴＳ－ＩＶ）中、Ｒ111及びＲ112はそれぞれ脂肪族基を表し、Ｒ111とＲ112は
互いに結合し、５～７員環のいずれかを形成してもよい。ｎは０、１、又は２を表す。但
し、Ｒ111とＲ112の総炭素数は１０以上である。
　一般式（ＴＳ－Ｖ）中、Ｒ121及びＲ122はそれぞれ脂肪族オキシ基又は芳香族オキシ基
を表す。Ｒ123は脂肪族基、芳香族基、脂肪族オキシ基、又は芳香族オキシ基を表す。ｍ
は０又は１を表す。Ｒ121とＲ122、Ｒ121とＲ123は互いに結合し、５～８員環のいずれか
を形成してもよい。但し、Ｒ121、Ｒ122、及びＲ123の総炭素数は１０以上である。〕
【請求項６】
　前記樹脂組成物における前記紫外線吸収剤Ａの含有量が、樹脂１００質量部に対し０．
０１～２０質量部である、請求項１～５のいずれか１項に記載の照明カバー。
【請求項７】
　前記樹脂組成物における前記紫外線吸収剤Ａと前記紫外線吸収剤Ｂとのモル比率が、１
：１０～１０：１の範囲である、請求項３～６のいずれか１項に記載の照明カバー
【請求項８】
　前記樹脂が、アクリル樹脂、ポリカーボネート樹脂、ポリエステル樹脂、ポリオレフィ
ン樹脂の少なくとも１種類からなる、請求項１～７のいずれか１項に記載の照明カバー。
【請求項９】
　４３０ｎｍ～４８０ｎｍの透過率の最大値から５５０ｎｍ～６００ｎｍの透過率の最小
値を引いた値が１５％以下である、請求項１～８のいずれか１項に記載の照明カバー。
【請求項１０】
　全光線透過率が４０％以上である、請求項１～９のいずれか１項に記載の照明カバー。
【請求項１１】
　虫を誘引しやすい波長の光を取り除く用途に使用される、請求項１～１０のいずれか１
項に記載の照明カバー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は紫外線を遮断する照明カバーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、特定の波長の光をカットすることによって虫を近寄りにくくさせる照明カバーが
提供されている。例えば、一般に、飛翔昆虫などの虫を誘引しやすい光の分光分布は紫外
線にピークがあると言われているので、波長が約３８０ｎｍまでの光（紫外光）をカット
する照明カバーや、紫外領域から可視領域の短波長側（約４５０ｎｍ）までの波長の光を
カットする照明カバーが提供されている（例えば特許文献１参照）。
【０００３】
　これら照明器具に求められる紫外線カット性能を付与するために種々の紫外線吸収剤が
用いられており、無機系紫外線吸収剤、有機系紫外線吸収剤を用いる場合がある。無機系
紫外線吸収剤（例えば、特許文献１～３等を参照。）では、耐候性や対熱性などの耐久性
に優れている反面、吸収波長が化合物のバンドギャップによって決定されるために選択の
自由度が少なく、３２０～４００ｎｍの長波紫外線（ＵＶ－Ａ）領域まで吸収できるもの
はない。
【０００４】
　これに対して、有機系紫外線吸収剤は、吸収剤の構造設計の自由度が高いために、吸収
剤の構造を工夫することによって様々な吸収波長のものを得ることができる。長波紫外線
領域まで吸収する場合には、極大吸収波長が長波紫外線領域にあるものを用いるか、濃度
を高くするかの２通りが考えられている。しかし、特許文献４及び５等に記載された極大
吸収波長が長波紫外線領域にあるものは、耐光性が悪く、吸収能が時間とともに減少して
いくという欠点があった。一方、ベンゾフェノン系やベンゾトリアゾール系の紫外線吸収
剤は比較的耐光性に優れ、使用量を大きくすれば長波長領域まで比較的クリアにカットで
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きる（例えば特許文献６及び７等を参照。）。しかし、可視域の吸光度が大きくなり、黄
色の着色が目立ってしまうという問題があった。
【０００５】
　上述した照明器具のうち、波長が約３８０ｎｍまでの光（紫外光）をカットする照明カ
バーでは、紫外光を低減することで虫を近寄りにくくさせることができるが、紫外線のさ
らに長波領域にも虫を誘引する効果があるため、誘虫性の低減効果としては不十分であっ
た。また、紫外領域から可視領域の短波長側（約４５０ｎｍ）までの波長の光をカットす
る照明カバーでは、紫外光をカットした照明器具に比べて虫が近寄りにくくなるものの、
その光は明らかに黄色く見えるため、一般の照明に用いる場合は点灯時の照明器具の見掛
けが悪くなるという問題があった。
【０００６】
　また、３８０ｎｍより長波長である４１０ｎｍまでの紫外線を効率的にカットすること
により飛翔昆虫の誘引を防止しかつ黄色味が無く透明感の高い樹脂成形物が知られている
（例えば特許文献８を参照。）。しかし、長期間の使用により黄色に着色してしまうとい
う問題があり改善が求められていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００１－１６１２５３号公報（第３頁－第５頁、及び第１図）
【特許文献２】特開平５－３３９０３３号公報
【特許文献３】特開平５－３４５６３９号公報
【特許文献４】特開平６－５６４６６号公報
【特許文献５】特開２００３－１７７２３５号公報
【特許文献６】特表２００５－５１７７８７号公報
【特許文献７】特開平７－２８５９２７号公報
【特許文献８】特開２００５－２０６８３０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の目的は、飛翔昆虫の飛来を防止するとともに照明点灯時の見た目を損なわず、
耐光性に優れる照明カバーを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の課題は、下記の手段によって解決された。
＜１＞紫外線吸収剤Ａを含む樹脂組成物からなる照明カバーであって、前記紫外線吸収剤
Ａが下記一般式（１）で表される化合物よりなることを特徴とする照明カバー。
【化１】

［式中、Ｈｅｔ１は、２価の５あるいは６員環の芳香族ヘテロ環残基を表す。また、該芳
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香族ヘテロ環残基は置換基を有していても良い。
　Ｒ１ａ、Ｒ１ｂ、Ｒ１ｃ、Ｒ１ｄ、Ｒ１ｅ、Ｒ１ｆ、Ｒ１ｇ及びＲ１ｈは互いに独立し
て、水素原子または１価の置換基を表す。］
【００１０】
＜２＞前記一般式（１）で表される化合物が下記一般式（２）で表される化合物である、
＜１＞項に記載の照明カバー。
【化２】

［式中、Ｒ２ａ、Ｒ２ｂ、Ｒ２ｃ、Ｒ２ｄ、Ｒ２ｅ、Ｒ２ｆ、Ｒ２ｇ及びＲ２ｈは、それ
ぞれ前記一般式（１）のＲ１ａ、Ｒ１ｂ、Ｒ１ｃ、Ｒ１ｄ、Ｒ１ｅ、Ｒ１ｆ、Ｒ１ｇ及び
Ｒ１ｈと同義である。Ｒ２ｉ及びＲ２ｊは互いに独立して、水素原子または１価の置換基
を表す。］
＜３＞前記樹脂組成物が、３２０ｎｍにおける吸光度が２７０～４００ｎｍの範囲での極
大吸収波長における吸光度の２０％以上であり、かつ、極大吸収波長が３８０ｎｍ以下で
ある化合物よりなる紫外線吸収剤Ｂを含む、＜１＞又は＜２＞項に記載の照明カバー。
＜４＞前記樹脂組成物が、前記紫外線吸収剤Ａの１００質量部に対してブルーイング剤Ｄ
を０．００００１～１質量部含有する、＜１＞～＜３＞のいずれか１項に記載の照明カバ
ー。
【００１１】
＜５＞前記樹脂組成物が、下記一般式（ＴＳ－Ｉ）～（ＴＳ－Ｖ）のいずれかで表される
化合物Ｃのうちの少なくとも１種を含む、＜１＞～＜４＞のいずれか１項に記載の照明カ
バー。

【化３】
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〔一般式（ＴＳ－Ｉ）中、Ｒ91は水素原子、アルキル基、アルケニル基、アリール基、ヘ
テロ環基、アシル基、アルキルオキシカルボニル基、アルケニルオキシカルボニル基、ア
リールオキシカルボニル基、アルキルスルホニル基、アリールスルホニル基、ホスフィノ
トリル基、ホスフィニル基、又は－Ｓｉ(Ｒ97)(Ｒ98)(Ｒ99)を表す。ここで、Ｒ97、Ｒ98

、Ｒ99は同一でも異なってもいてもよく、それぞれアルキル基、アルケニル基、アリール
基、アルコキシ基、アルケニルオキシ基、又はアリールオキシ基を表す。－Ｘ91－は－Ｏ
－、－Ｓ－又は－Ｎ(－Ｒ100)－を表す。ここで、Ｒ100はＲ91と同義である。Ｒ92、Ｒ93

、Ｒ94、Ｒ95、Ｒ96は互いに同一でも異なってもよく、それぞれ、水素原子又は置換基を
表す。Ｒ91とＲ92、Ｒ100とＲ96、Ｒ91とＲ100は互いに結合して５～７員環のいずれかを
形成していてもよい。さらに、Ｒ92とＲ93、Ｒ93とＲ94が互いに結合して、５～７員環の
いずれか、スピロ環、又はビシクロ環を形成してもよい。但し、Ｒ91、Ｒ92、Ｒ93、Ｒ94

、Ｒ95、Ｒ96、及びＲ100のすべてが水素原子であることはなく、Ｒ91、Ｒ92、Ｒ93、Ｒ9

4、Ｒ95、Ｒ96、及びＲ100の総炭素数は１０以上である。
　一般式（ＴＳ－ＩＩ）中、Ｒ101、Ｒ102、Ｒ103、Ｒ104は各々独立に、水素原子、アル
キル基、又はアルケニル基を表し、Ｒ101とＲ102、Ｒ103とＲ104は結合し、５～７員環の
いずれかを形成してもよい。Ｘ101は水素原子、アルキル基、アルケニル基、アルキルオ
キシ基、アルケニルオキシ基、アルキルオキシカルボニル基、アルケニルオキシカルボニ
ル基、アリールオキシカルボニル基、アシル基、アシルオキシ基、アルキルオキシカルボ
ニルオキシ基、アルケニルオキシカルボニルオキシ基、アリールオキシカルボニルオキシ
基、アルキルスルホニル基、アルケニルスルホニル基、アリールスルホニル基、アルキル
スルフィニル基、アルケニルスルフィニル基、アリールスルフィニル基、スルファモイル
基、カルバモイル基、ヒドロキシ基、又はオキシラジカル基を表す。Ｘ102は５～７員環
のいずれかを形成するのに必要な非金属原子群を表す。
　一般式（ＴＳ－ＩＩＩ）中、Ｒ105及びＲ106はそれぞれ水素原子、脂肪族基、アシル基
、脂肪族オキシカルボニル基、芳香族オキシカルボニル基、脂肪族スルホニル基、又は芳
香族スルホニル基を表し、Ｒ107は脂肪族基、脂肪族オキシ基、芳香族オキシ基、脂肪族
チオ基、芳香族チオ基、アシルオキシ基、脂肪族オキシカルボニルオキシ基、芳香族オキ
シカルボニルオキシ基、置換アミノ基、複素環基、又はヒドロキシ基を表し、可能な場合
にはＲ105とＲ106、Ｒ106とＲ107、Ｒ105とＲ107は互いに結合し、５～７員環のいずれか
を形成してもよいが、２，２，６，６－テトラアルキルピペリジン残基を形成する場合を
除く。但し、Ｒ105及びＲ106の両方が水素原子であることはなく、Ｒ105及びＲ106の総炭
素数は７以上である。
　一般式（ＴＳ－ＩＶ）中、Ｒ111及びＲ112はそれぞれ脂肪族基を表し、Ｒ111とＲ112は
互いに結合し、５～７員環のいずれかを形成してもよい。ｎは０、１、又は２を表す。但
し、Ｒ111とＲ112の総炭素数は１０以上である。
　一般式（ＴＳ－Ｖ）中、Ｒ121及びＲ122はそれぞれ脂肪族オキシ基又は芳香族オキシ基
を表す。Ｒ123は脂肪族基、芳香族基、脂肪族オキシ基、又は芳香族オキシ基を表す。ｍ
は０又は１を表す。Ｒ121とＲ122、Ｒ121とＲ123は互いに結合し、５～８員環のいずれか
を形成してもよい。但し、Ｒ121、Ｒ122、及びＲ123の総炭素数は１０以上である。〕
【００１２】
＜６＞前記樹脂組成物における前記紫外線吸収剤Ａの含有量が、樹脂１００質量部に対し
０．０１～２０質量部である、＜１＞～＜５＞のいずれか１項に記載の照明カバー。
＜７＞前記樹脂組成物における前記紫外線吸収剤Ａと前記紫外線吸収剤Ｂとのモル比率が
、１：１０～１０：１の範囲である、＜３＞～＜６＞のいずれか１項に記載の照明カバー
＜８＞前記樹脂が、アクリル樹脂、ポリカーボネート樹脂、ポリエステル樹脂、ポリオレ
フィン樹脂の少なくとも１種類からなる、＜１＞～＜７＞のいずれか１項に記載の照明カ
バー。
＜９＞４３０ｎｍ～４８０ｎｍの透過率の最大値から５５０ｎｍ～６００ｎｍの透過率の
最小値を引いた値が１５％以下である、＜１＞～＜８＞のいずれか１項に記載の照明カバ
ー。
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＜１０＞全光線透過率が４０％以上である、＜１＞～＜９＞のいずれか１項に記載の照明
カバー。
＜１１＞虫を誘引しやすい波長の光を取り除く用途に使用される、＜１＞～＜１０＞のい
ずれか１項に記載の照明カバー。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明に用いられる紫外線吸収剤は、広波長域にわたる紫外線吸収能を持ち、より長波
側まで紫外線をカットしつつ無色性に優れる。そのため、本発明の照明カバーは、照明点
灯時の見た目を損なうことなく、飛翔昆虫の飛来を防止することができ、しかも耐光性に
優れる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は、本発明に用いられる紫外線吸収剤Ｂの好ましい吸光スペクトルを示す。
【図２】図２は、実施例２で作製した試料板２００の透過率スペクトルである。
【図３】図３は、実施例２で作製した試料板２０１の透過率スペクトルである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下本発明について詳細に説明する。
　本明細書において「脂肪族基」とは、アルキル基、置換アルキル基、アルケニル基、置
換アルケニル基、アルキニル基、置換アルキニル基、アラルキル基および置換アラルキル
基を意味する。アルキル基は分岐を有していてもよく、また環を形成していてもよい。ア
ルキル基の炭素原子数は１～２０であることが好ましく、１～１８であることが更に好ま
しい。置換アルキル基のアルキル部分は、上記アルキル基と同様である。アルケニル基は
分岐を有していてもよく、また環を形成していてもよい。アルケニル基の炭素原子数は２
～２０であることが好ましく、２～１８であることが更に好ましい。置換アルケニル基の
アルケニル部分は、上記アルケニル基と同様である。アルキニル基は分岐を有していても
よく、また環を形成していてもよい。アルキニル基の炭素原子数は２～２０であることが
好ましく、２～１８であることが更に好ましい。置換アルキニル基のアルキニル部分は、
上記アルキニル基と同様である。アラルキル基および置換アラルキル基のアルキル部分は
、上記アルキル基と同様である。アラルキル基および置換アラルキル基のアリール部分は
下記アリール基と同様である。
【００１６】
　置換アルキル基、置換アルケニル基、置換アルキニル基および置換アラルキル基のアル
キル部分の置換基の例としては、ハロゲン原子（例えば、塩素原子、臭素原子、ヨウ素原
子）、アルキル基［直鎖、分岐、環状の置換もしくは無置換のアルキル基を表す。それら
は、アルキル基（好ましくは炭素数１～３０のアルキル基、例えばメチル、エチル、ｎ－
プロピル、イソプロピル、ｔ－ブチル、ｎ－オクチル、エイコシル、２－クロロエチル、
２－シアノエチル、２－エチルヘキシル）、シクロアルキル基（好ましくは、炭素数３～
３０の置換または無置換のシクロアルキル基、例えば、シクロヘキシル、シクロペンチル
、４－ｎ－ドデシルシクロヘキシル）、ビシクロアルキル基（好ましくは、炭素数５～３
０の置換もしくは無置換のビシクロアルキル基、つまり、炭素数５～３０のビシクロアル
カンから水素原子を一個取り去った一価の基である。例えば、ビシクロ［１，２，２］ヘ
プタン－２－イル、ビシクロ［２，２，２］オクタン－３－イル）、更に環構造が多いト
リシクロ構造なども包含するものである。以下に説明する置換基の中のアルキル基（例え
ばアルキルチオ基のアルキル基）もこのような概念のアルキル基を表す。］、
【００１７】
アルケニル基［直鎖、分岐、環状の置換もしくは無置換のアルケニル基を表す。それらは
、アルケニル基（好ましくは炭素数２～３０の置換または無置換のアルケニル基、例えば
、ビニル、アリル、プレニル、ゲラニル、オレイル）、シクロアルケニル基（好ましくは
、炭素数３～３０の置換もしくは無置換のシクロアルケニル基、つまり、炭素数３～３０
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のシクロアルケンの水素原子を一個取り去った一価の基である。例えば、２－シクロペン
テン－１－イル、２－シクロヘキセン－１－イル）、ビシクロアルケニル基（置換もしく
は無置換のビシクロアルケニル基、好ましくは、炭素数５～３０の置換もしくは無置換の
ビシクロアルケニル基、つまり二重結合を一個持つビシクロアルケンの水素原子を一個取
り去った一価の基である。例えば、ビシクロ［２，２，１］ヘプト－２－エン－１－イル
、ビシクロ［２，２，２］オクト－２－エン－４－イル）を包含するものである。］、ア
ルキニル基（好ましくは、炭素数２～３０の置換または無置換のアルキニル基、例えば、
エチニル、プロパルギル、トリメチルシリルエチニル基）、
【００１８】
アリール基（好ましくは炭素数６～３０の置換もしくは無置換のアリール基、例えばフェ
ニル、ｐ－トリル、ナフチル、ｍ－クロロフェニル、ｏ－ヘキサデカノイルアミノフェニ
ル）、ヘテロ環基（好ましくは５または６員の置換もしくは無置換の、芳香族もしくは非
芳香族のヘテロ環化合物から一個の水素原子を取り除いた一価の基であり、更に好ましく
は、炭素数３～３０の５もしくは６員の芳香族のヘテロ環基である。例えば、２－フリル
、２－チエニル、２－ピリミジニル、２－ベンゾチアゾリル）、シアノ基、ヒドロキシル
基、ニトロ基、カルボキシル基、アルコキシ基（好ましくは、炭素数１～３０の置換もし
くは無置換のアルコキシ基、例えば、メトキシ、エトキシ、イソプロポキシ、ｔ－ブトキ
シ、ｎ－オクチルオキシ、２－メトキシエトキシ）、アリールオキシ基（好ましくは、炭
素数６～３０の置換もしくは無置換のアリールオキシ基、例えば、フェノキシ、２－メチ
ルフェノキシ、４－ｔ－ブチルフェノキシ、３－ニトロフェノキシ、２－テトラデカノイ
ルアミノフェノキシ）、
【００１９】
シリルオキシ基（好ましくは、炭素数３～２０のシリルオキシ基、例えば、トリメチルシ
リルオキシ、ｔ－ブチルジメチルシリルオキシ）、ヘテロ環オキシ基（好ましくは、炭素
数２～３０の置換もしくは無置換のヘテロ環オキシ基、１－フェニルテトラゾール－５－
オキシ、２－テトラヒドロピラニルオキシ）、アシルオキシ基（好ましくはホルミルオキ
シ基、炭素数２～３０の置換もしくは無置換のアルキルカルボニルオキシ基、炭素数６～
３０の置換もしくは無置換のアリールカルボニルオキシ基、例えば、ホルミルオキシ、ア
セチルオキシ、ピバロイルオキシ、ステアロイルオキシ、ベンゾイルオキシ、ｐ－メトキ
シフェニルカルボニルオキシ）、カルバモイルオキシ基（好ましくは、炭素数１～３０の
置換もしくは無置換のカルバモイルオキシ基、例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチルカルバモイルオ
キシ、Ｎ，Ｎ－ジエチルカルバモイルオキシ、モルホリノカルボニルオキシ、Ｎ，Ｎ－ジ
－ｎ－オクチルアミノカルボニルオキシ、Ｎ－ｎ－オクチルカルバモイルオキシ）、
【００２０】
アルコキシカルボニルオキシ基（好ましくは、炭素数２～３０の置換もしくは無置換アル
コキシカルボニルオキシ基、例えばメトキシカルボニルオキシ、エトキシカルボニルオキ
シ、ｔ－ブトキシカルボニルオキシ、ｎ－オクチルカルボニルオキシ）、アリールオキシ
カルボニルオキシ基（好ましくは、炭素数７～３０の置換もしくは無置換のアリールオキ
シカルボニルオキシ基、例えば、フェノキシカルボニルオキシ、ｐ－メトキシフェノキシ
カルボニルオキシ、ｐ－ｎ－ヘキサデシルオキシフェノキシカルボニルオキシ）、アミノ
基（好ましくは、アミノ基、炭素数１～３０の置換もしくは無置換のアルキルアミノ基、
炭素数６～３０の置換もしくは無置換のアニリノ基、例えば、アミノ、メチルアミノ、ジ
メチルアミノ、アニリノ、Ｎ－メチル－アニリノ、ジフェニルアミノ）、アシルアミノ基
（好ましくは、ホルミルアミノ基、炭素数１～３０の置換もしくは無置換のアルキルカル
ボニルアミノ基、炭素数６～３０の置換もしくは無置換のアリールカルボニルアミノ基、
例えば、ホルミルアミノ、アセチルアミノ、ピバロイルアミノ、ラウロイルアミノ、ベン
ゾイルアミノ、３，４，５－トリ－ｎ－オクチルオキシフェニルカルボニルアミノ）、
【００２１】
アミノカルボニルアミノ基（好ましくは、炭素数１～３０の置換もしくは無置換のアミノ
カルボニルアミノ、例えば、カルバモイルアミノ、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノカルボニルア
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ミノ、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノカルボニルアミノ、モルホリノカルボニルアミノ）、アル
コキシカルボニルアミノ基（好ましくは炭素数２～３０の置換もしくは無置換アルコキシ
カルボニルアミノ基、例えば、メトキシカルボニルアミノ、エトキシカルボニルアミノ、
ｔ－ブトキシカルボニルアミノ、ｎ－オクタデシルオキシカルボニルアミノ、Ｎ－メチル
－メトキシカルボニルアミノ）、アリールオキシカルボニルアミノ基（好ましくは、炭素
数７～３０の置換もしくは無置換のアリールオキシカルボニルアミノ基、例えば、フェノ
キシカルボニルアミノ、ｐ－クロロフェノキシカルボニルアミノ、ｍ－ｎ－オクチルオキ
シフェノキシカルボニルアミノ）、スルファモイルアミノ基（好ましくは、炭素数０～３
０の置換もしくは無置換のスルファモイルアミノ基、例えば、スルファモイルアミノ、Ｎ
，Ｎ－ジメチルアミノスルホニルアミノ、Ｎ－ｎ－オクチルアミノスルホニルアミノ）、
【００２２】
アルキル又はアリールスルホニルアミノ基（好ましくは炭素数１～３０の置換もしくは無
置換のアルキルスルホニルアミノ、炭素数６～３０の置換もしくは無置換のアリールスル
ホニルアミノ、例えば、メチルスルホニルアミノ、ブチルスルホニルアミノ、フェニルス
ルホニルアミノ、２，３，５－トリクロロフェニルスルホニルアミノ、ｐ－メチルフェニ
ルスルホニルアミノ）、メルカプト基、アルキルチオ基（好ましくは、炭素数１～３０の
置換もしくは無置換のアルキルチオ基、例えばメチルチオ、エチルチオ、ｎ－ヘキサデシ
ルチオ）、アリールチオ基（好ましくは炭素数６～３０の置換もしくは無置換のアリール
チオ、例えば、フェニルチオ、ｐ－クロロフェニルチオ、ｍ－メトキシフェニルチオ）、
ヘテロ環チオ基（好ましくは炭素数２～３０の置換または無置換のヘテロ環チオ基、例え
ば、２－ベンゾチアゾリルチオ、１－フェニルテトラゾール－５－イルチオ）、スルファ
モイル基（好ましくは炭素数０～３０の置換もしくは無置換のスルファモイル基、例えば
、Ｎ－エチルスルファモイル、Ｎ－（３－ドデシルオキシプロピル）スルファモイル、Ｎ
，Ｎ－ジメチルスルファモイル、Ｎ－アセチルスルファモイル、Ｎ－ベンゾイルスルファ
モイル、Ｎ－（Ｎ’－フェニルカルバモイル）スルファモイル）、スルホ基、
【００２３】
アルキル又はアリールスルフィニル基（好ましくは、炭素数１～３０の置換または無置換
のアルキルスルフィニル基、６～３０の置換または無置換のアリールスルフィニル基、例
えば、メチルスルフィニル、エチルスルフィニル、フェニルスルフィニル、ｐ－メチルフ
ェニルスルフィニル）、アルキル又はアリールスルホニル基（好ましくは、炭素数１～３
０の置換または無置換のアルキルスルホニル基、６～３０の置換または無置換のアリール
スルホニル基、例えば、メチルスルホニル、エチルスルホニル、フェニルスルホニル、ｐ
－メチルフェニルスルホニル）、アシル基（好ましくはホルミル基、炭素数２～３０の置
換または無置換のアルキルカルボニル基、炭素数７～３０の置換もしくは無置換のアリー
ルカルボニル基、炭素数４～３０の置換もしくは無置換の炭素原子でカルボニル基と結合
しているヘテロ環カルボニル基、例えば、アセチル、ピバロイル、２－クロロアセチル、
ステアロイル、ベンゾイル、ｐ－ｎ－オクチルオキシフェニルカルボニル、２－ピリジル
カルボニル、２－フリルカルボニル）、
【００２４】
アリールオキシカルボニル基（好ましくは、炭素数７～３０の置換もしくは無置換のアリ
ールオキシカルボニル基、例えば、フェノキシカルボニル、ｏ－クロロフェノキシカルボ
ニル、ｍ－ニトロフェノキシカルボニル、ｐ－ｔ－ブチルフェノキシカルボニル）、アル
コキシカルボニル基（好ましくは、炭素数２～３０の置換もしくは無置換アルコキシカル
ボニル基、例えば、メトキシカルボニル、エトキシカルボニル、ｔ－ブトキシカルボニル
、ｎ－オクタデシルオキシカルボニル）、カルバモイル基（好ましくは、炭素数１～３０
の置換もしくは無置換のカルバモイル、例えば、カルバモイル、Ｎ－メチルカルバモイル
、Ｎ，Ｎ－ジメチルカルバモイル、Ｎ，Ｎ－ジ－ｎ－オクチルカルバモイル、Ｎ－（メチ
ルスルホニル）カルバモイル）、アリール又はヘテロ環アゾ基（好ましくは炭素数６～３
０の置換もしくは無置換のアリールアゾ基、炭素数３～３０の置換もしくは無置換のヘテ
ロ環アゾ基、例えば、フェニルアゾ、ｐ－クロロフェニルアゾ、５－エチルチオ－１，３
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，４－チアジアゾール－２－イルアゾ）、イミド基（好ましくは、Ｎ－スクシンイミド、
Ｎ－フタルイミド）、
【００２５】
ホスフィノ基（好ましくは、炭素数２～３０の置換もしくは無置換のホスフィノ基、例え
ば、ジメチルホスフィノ、ジフェニルホスフィノ、メチルフェノキシホスフィノ）、ホス
フィニル基（好ましくは、炭素数２～３０の置換もしくは無置換のホスフィニル基、例え
ば、ホスフィニル、ジオクチルオキシホスフィニル、ジエトキシホスフィニル）、ホスフ
ィニルオキシ基（好ましくは、炭素数２～３０の置換もしくは無置換のホスフィニルオキ
シ基、例えば、ジフェノキシホスフィニルオキシ、ジオクチルオキシホスフィニルオキシ
）、ホスフィニルアミノ基（好ましくは、炭素数２～３０の置換もしくは無置換のホスフ
ィニルアミノ基、例えば、ジメトキシホスフィニルアミノ、ジメチルアミノホスフィニル
アミノ）、シリル基（好ましくは、炭素数３～３０の置換もしくは無置換のシリル基、例
えば、トリメチルシリル、ｔ－ブチルジメチルシリル、フェニルジメチルシリル）を表す
。
【００２６】
　上記の官能基の中で、水素原子を有するものは、これを取り去り更に上記の基で置換さ
れていても良い。そのような官能基の例としては、アルキルカルボニルアミノスルホニル
基、アリールカルボニルアミノスルホニル基、アルキルスルホニルアミノカルボニル基、
アリールスルホニルアミノカルボニル基が挙げられる。その例としては、メチルスルホニ
ルアミノカルボニル、ｐ－メチルフェニルスルホニルアミノカルボニル、アセチルアミノ
スルホニル、ベンゾイルアミノスルホニル基が挙げられる。
【００２７】
　置換アラルキル基のアリール部分の置換基の例は、下記置換アリール基の置換基の例と
同様である。
【００２８】
　本明細書において「芳香族基」とは、アリール基および置換アリール基を意味する。ま
たこれらの芳香族基は脂肪族環、他の芳香族環または複素環が縮合していてもよい。芳香
族基の炭素原子数は６～４０が好ましく、６～３０が更に好ましく、６～２０が更に好ま
しい。また、その中でもアリール基としてはフェニルまたはナフチルであることが好まし
く、フェニルが特に好ましい。
【００２９】
　置換アリール基のアリール部分は、上記アリール基と同様である。置換アリール基の置
換基の例としては、先に置換アルキル基、置換アルケニル基、置換アルキニル基及び置換
アラルキル基のアルキル部分の置換基の例として挙げたものと同様である。
【００３０】
　本明細書において、複素環基は５員または６員の飽和または不飽和複素環を含むことが
好ましい。複素環に脂肪族環、芳香族環または他の複素環が縮合していてもよい。複素環
のヘテロ原子の例にはＢ，Ｎ，Ｏ，Ｓ，ＳｅおよびＴｅが含まれる。ヘテロ原子としては
Ｎ，ＯおよびＳが好ましい。複素環は炭素原子が遊離の原子価（一価）を有する（複素環
基は炭素原子において結合する）ことが好ましい。好ましい複素環基の炭素原子数は１～
４０であり、より好ましくは１～３０であり、更に好ましくは１～２０である。飽和複素
環の例には、ピロリジン環、モルホリン環、２－ボラ－１，３－ジオキソラン環および１
，３－チアゾリジン環が含まれる。不飽和複素環の例には、イミダゾール環、チアゾール
環、ベンゾチアゾール環、ベンゾオキサゾール環、ベンゾトリアゾール環、ベンゾセレナ
ゾール環、ピリジン環、ピリミジン環およびキノリン環が含まれる。複素環基は置換基を
有していても良い。置換基の例としては、先に置換アルキル基、置換アルケニル基、置換
アルキニル基及び置換アラルキル基のアルキル部分の置換基の例として挙げたものと同様
である。
【００３１】
　本発明における分光吸収極大波長を測定するための溶液について説明する。分光吸収極



(12) JP 2010-92842 A 2010.4.22

10

20

30

40

50

大波長を測定するための溶液は、紫外線吸収剤Ａ及びＢ、化合物Ｃ、並びにブルーイング
剤Ｄを有機或いは無機の溶媒または水を単独或いはそれらの混合物を用いて溶解したもの
である。
【００３２】
　有機溶媒としては、例えばアミド系溶媒（例えばＮ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、Ｎ，
Ｎ－ジメチルアセトアミド、１－メチル－２－ピロリドン）、スルホン系溶媒（例えばス
ルホラン）、スルホキシド系溶媒（例えばジメチルスルホキシド）、ウレイド系溶媒（例
えばテトラメチルウレア）、エーテル系溶媒（例えばジオキサン、テトラヒドロフラン、
シクロペンチルメチルエーテル）、ケトン系溶媒（例えばアセトン、シクロヘキサノン）
、炭化水素系溶媒（例えばトルエン、キシレン、ｎ－デカン）、ハロゲン系溶媒（例えば
テトラクロロエタン、クロロベンゼン、クロロナフタレン）、アルコール系溶媒（例えば
メタノール、エタノール、イソプロピルアルコール、エチレングリコール、シクロヘキサ
ノール、フェノール）、ピリジン系溶媒（例えばピリジン、γ－ピコリン、２，６－ルチ
ジン）、エステル系溶媒（例えば酢酸エチル、酢酸ブチル）、カルボン酸系溶媒（例えば
酢酸、プロピオン酸）、ニトリル系溶媒（例えばアセトニトリル）、スルホン酸系溶媒（
例えばメタンスルホン酸）、アミン系溶媒（例えばトリエチルアミン、トリブチルアミン
）等を用いることができる。無機溶媒としては、例えば硫酸、リン酸等を用いることがで
きる。
【００３３】
　紫外線吸収剤との溶解性を考慮すると、これらのうち好ましくはアミド系溶媒、スルホ
ン系溶媒、スルホキシド系溶媒、ウレイド系溶媒、エーテル系溶媒、ケトン系溶媒、ハロ
ゲン系溶媒、アルコール系溶媒、エステル系溶媒、ニトリル系溶媒である。
【００３４】
　分光吸収極大波長測定のための紫外線吸収剤Ａ及びＢ、化合物Ｃ、並びにブルーイング
剤Ｄの濃度は、分光吸収の極大波長が測定できる濃度であればよく、好ましくは１×１０
－７～１×１０－２モル／リットルの範囲である。
　測定のための温度は特に限定されず、好ましくは０℃～８０℃である。
　分光吸収測定装置としては、特に制限されず、通常の分光吸収測定装置（例えば、Ｕ－
４１００スペクトロフォトメーター、商品名、日立ハイテクノロジーズ（株）製）を用い
ることができる。
【００３５】
　本発明における色素の極大吸収波長および半値幅は、酢酸エチルを溶媒として、濃度約
５×１０－５ｍｏｌ・ｄｍ－３の溶液を調製し、光路長１０ｍｍの石英セルを使用して測
定した値を使用する。
【００３６】
　続いて、紫外線吸収剤Ａについて詳細に説明する。紫外線吸収剤Ａは前記一般式（１）
で表される化合物である。
　前記一般式（１）において、Ｈｅｔ１は、少なくとも一つのヘテロ原子を有する２価の
５あるいは６員環の芳香族ヘテロ環残基を表す。また、Ｈｅｔ１は、縮環していても良い
。
　ヘテロ原子としては例えば、ホウ素原子、窒素原子、酸素原子、ケイ素原子、リン原子
、硫黄原子、セレン原子、テルル原子などを挙げることができる。ヘテロ原子として好ま
しくは、窒素原子、酸素原子、硫黄原子である。より好ましくは、窒素原子、硫黄原子で
ある。特に好ましくは、硫黄原子である。ヘテロ原子を二つ以上有する場合は、同一原子
であっても異なる原子であっても良い。
　２価の芳香族ヘテロ環残基に２つの水素原子を付加した芳香族ヘテロ環として例えば、
ピロール、ピラゾール、イミダゾール、１，２，３－トリアゾール、１，２，４－トリア
ゾール、ピリジン、ピリダジン、ピリミジン、ピラジン、１，３，５－トリアジン、フラ
ン、チオフェン、オキサゾール、イソオキサゾール、チアゾール、イソチアゾール、１，
２，３－オキサジアゾール、１，３，４－チアジアゾールなどを挙げることができる。芳
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香族ヘテロ環として好ましくは、ピロール、ピリジン、フラン、チオフェンである。より
好ましくは、ピリジン、チオフェンである。特に好ましくは、チオフェンである。芳香族
ヘテロ環の水素原子を取り除く位置はいずれでも良い。例えばヘテロ５員環化合物ピロー
ルでの結合位置は、２，３位、２，４位、２，５位、３，４位、３，５位が挙げられる。
また、ヘテロ６員環化合物ピリジンでの結合位置は、２，３位、２，４位、２，５位、２
，６位、３，４位、３，５位、３，６位が挙げられる。
【００３７】
　また、芳香族ヘテロ環残基は置換基を有していても良い。置換基として１価の置換基（
以下置換基Ｒとする）が挙げられる。１価の置換基の例として、ハロゲン原子（例えばフ
ッ素原子、塩素原子、臭素原子、ヨウ素原子）、炭素数１～２０のアルキル基（例えばメ
チル、エチル）、炭素数６～２０のアリール基（例えばフェニル、ナフチル）、シアノ基
、カルボキシル基、アルコキシカルボニル基（例えばメトキシカルボニル）、アリールオ
キシカルボニル基（例えばフェノキシカルボニル）、置換又は無置換のカルバモイル基（
例えばカルバモイル、Ｎ－フェニルカルバモイル、Ｎ，Ｎ－ジメチルカルバモイル）、ア
ルキルカルボニル基（例えばアセチル）、アリールカルボニル基（例えばベンゾイル）、
ニトロ基、置換または無置換のアミノ基（例えばアミノ、ジメチルアミノ、アニリノ）、
アシルアミノ基（例えばアセトアミド、エトキシカルボニルアミノ）、スルホンアミド基
（例えばメタンスルホンアミド）、イミド基（例えばスクシンイミド、フタルイミド）、
イミノ基（例えばベンジリデンアミノ）、ヒドロキシ基、炭素数１～２０のアルコキシ基
（例えばメトキシ）、アリールオキシ基（例えばフェノキシ）、アシルオキシ基（例えば
アセトキシ）、アルキルスルホニルオキシ基（例えばメタンスルホニルオキシ）、アリー
ルスルホニルオキシ基（例えばベンゼンスルホニルオキシ）、スルホ基、置換または無置
換のスルファモイル基（例えばスルファモイル、Ｎ－フェニルスルファモイル）、アルキ
ルチオ基（例えばメチルチオ）、アリールチオ基（例えばフェニルチオ）、アルキルスル
ホニル基（例えばメタンスルホニル）、アリールスルホニル基（例えばベンゼンスルホニ
ル）、炭素数６～２０のヘテロ環基（例えばピリジル、モルホリノ）などを挙げることが
できる。また、置換基は更に置換されていても良く、置換基が複数ある場合は、同じでも
異なっても良い。その際、置換基の例としては、上述の１価の置換基Ｒを挙げることがで
きる。また置換基同士で結合して環を形成しても良い。置換基として好ましくは、アルキ
ル基、アルコキシ基、アリール基がある。より好ましくは、アルキル基、アリール基であ
り、特に好ましくは、アルキル基である。
【００３８】
　Ｒ１ａ、Ｒ１ｂ、Ｒ１ｃ、Ｒ１ｄ、Ｒ１ｅ、Ｒ１ｆ、Ｒ１ｇ及びＲ１ｈは互いに独立し
て、水素原子または１価の置換基Ｒを挙げることができる。Ｒ１ａ～Ｒ１ｄ及びＲ１ｅ～
Ｒ１ｈのうち任意の２つの置換基は互いに結合して環を形成しても良く、さらに縮環して
いても良い。Ｒ１ａ～Ｒ１ｈとして好ましくは、水素原子、炭素数１０以下のアルキル基
、炭素数１０以下のアルコキシ基、ヒドロキシ基であり、より好ましくは、水素原子、炭
素数１０以下のアルコキシ基である。さらに好ましくは、水素原子であり、特に好ましく
は、Ｒ１ａ～Ｒ１ｈの全てが水素原子を表す場合である。
【００３９】
　さらに、前記一般式（１）で表される化合物は、前記一般式（２）で表される化合物で
あることが好ましい。以下、前記一般式（２）で表される化合物について説明する。
【００４０】
　一般式（２）におけるＲ２ａ、Ｒ２ｂ、Ｒ２ｃ、Ｒ２ｄ、Ｒ２ｅ、Ｒ２ｆ、Ｒ２ｇ及び
Ｒ２ｈはそれぞれ前記一般式（１）のＲ１ａ、Ｒ１ｂ、Ｒ１ｃ、Ｒ１ｄ、Ｒ１ｅ、Ｒ１ｆ

、Ｒ１ｇ及びＲ１ｈと同義である。好ましい場合も同じである。Ｒ２ｉ及びＲ２ｊは互い
に独立して、水素原子または１価の置換基を表す。１価の置換基としては上述の１価の置
換基Ｒの例を挙げることができる。Ｒ２ｉ及びＲ２ｊは互いに結合して環を形成しても良
く、さらに縮環していても良い。Ｒ２ｉ及びＲ２ｊとして好ましくは、水素原子、炭素数
１０以下のアルキル基、炭素数１０以下のアルコキシ基、ヒドロキシ基であり、より好ま
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しくは、水素原子、炭素数１０以下のアルコキシ基である。さらに好ましくは、水素原子
であり、特に好ましくは、Ｒ２ｉ及びＲ２ｊが共に水素原子を表す場合である。
【００４１】
　前記一般式（１）又は（２）で表される化合物は、任意の方法で合成することができる
。例えば、公知の特許文献や非特許文献、例えば特開２０００－２６４８７９号公報の４
ページ左４３行目～右８行目の実施例、特開２００３－１５５３７５の４ページ右欄５行
目～３０行目の実施例、「Ｂｉｏｏｒｇａｎｉｃ　＆　Ｍｅｄｉｃｉｎａｌ　Ｃｈｅｍｉ
ｓｔｒｙ」，２０００年，８巻，２０９５－２１０３ページ、「Ｂｉｏｏｒｇａｎｉｃ　
＆　Ｍｅｄｉｃｉｎａｌ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　Ｌｅｔｔｅｒｓ」，２００３年，１３巻
，４０７７－４０８０ページなどを参考にして合成できる。例えば、例示化合物（１５）
は３，５－ピラゾールジカルボニルジクロリドとアントラニル酸とを反応させることによ
り合成できる。また、例示化合物（３２）は２，５－チオフェンジカルボニルジクロリド
と４，５－ジメトキアントラニル酸とを反応させることにより合成できる。
【００４２】
　前記一般式（１）又は（２）で表される化合物の具体例を以下に示すが、本発明はこれ
に限定されない。
【００４３】



(15) JP 2010-92842 A 2010.4.22

10

20

30

【化４】

【００４４】



(16) JP 2010-92842 A 2010.4.22

10

20

30

40

【化５】

【００４５】



(17) JP 2010-92842 A 2010.4.22

10

20

30

【化６】

【００４６】



(18) JP 2010-92842 A 2010.4.22

10

20

30

【化７】

【００４７】



(19) JP 2010-92842 A 2010.4.22

10

20

30

40

50

【化８】

【００４８】
　前記一般式（１）又は（２）で表される化合物は、構造とその置かれた環境によって互
変異性体を取り得る。本発明においては代表的な形の一つで記述しているが、本発明の記
述と異なる互変異性体も本発明に用いられる化合物に含まれる。
【００４９】
　前記一般式（１）又は（２）で表される化合物は、同位元素（例えば、２Ｈ、３Ｈ、１

３Ｃ、１５Ｎ、１７Ｏ、１８Ｏなど）を含有していてもよい。
【００５０】
　前記一般式（１）又は（２）で表される化合物の構造を繰り返し単位内に含むポリマー
も、本発明に好適に使用できる。ポリマーは、ホモポリマーであってもよいし、２種類以
上の繰り返し単位からなるコポリマーであってもよい。さらに他の繰り返し単位を含むコ
ポリマーであってもよい。なお、紫外線吸収剤構造を繰り返し単位内に含むポリマーにつ
いては、特公平１－５３４５５号、特開昭６１－１８９５３０号の各公報および欧州特許
第２７２４２号明細書に記載がある。ポリマーを得る方法についてはこれら特許文献の記
述を参考にすることができる。
【００５１】
　前記一般式（１）又は（２）で表される化合物よりなる紫外線吸収剤Ａは、好ましくは
長波長紫外線吸収剤として使用される。最大吸収波長は、好ましくは４５０～３５０ｎｍ
の範囲であり、より好ましくは４１０～３５０ｎｍの範囲であり、特に好ましくは３９０
～３５０ｎｍの範囲である。本発明の照明カバーにおいては、４１０～３５０ｎｍの範囲
の波長をカットすることで、飛翔昆虫などの虫の誘引を防止することができる。
【００５２】
　本発明における紫外線吸収剤Ｂについて説明する。
　紫外線吸収剤Ｂは３２０ｎｍにおける吸光度が２７０～４００ｎｍの範囲での極大吸収
波長における吸光度の２０％以上であり、極大吸収波長が３８０ｎｍ以下であるという特
徴を有する。中でも紫外線吸収剤Ｂの３２０ｎｍにおける吸光度が極大吸収波長における
吸光度の３０％以上であることが好ましく、４０％以上であることが更に好ましく、５０
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％以上であることが最も好ましい。３２０ｎｍにおける吸光度が極大吸収波長における吸
光度の２０％未満であると、３１０～３３０ｎｍの間で紫外線吸収剤Ａ及び紫外線吸収剤
Ｂではカバーしきれない波長帯が生じてしまう。また極大吸収波長は、３８０ｎｍ以下で
あることが好ましく、更に好ましくは３７０ｎｍ以下であり、更に好ましくは３６５ｎｍ
以下であり、最も好ましくは３５０ｎｍ以下である。
【００５３】
　紫外線吸収剤Ｂは、３２０ｎｍにおける吸光度が極大吸収波長における吸光度の２０％
以上であり、極大吸収波長が３８０ｎｍ以下であるものを表す。これは、図１に示すよう
に極大吸収波長が３２０ｎｍ未満である紫外線吸収剤Ｂ－（１）、及び極大吸収波長が３
２０ｎｍ以上３８０ｎｍ以内である紫外線吸収剤Ｂ－（２）に分類でき、用途に応じて適
宜選択することができる。
【００５４】
　例えば、紫外線吸収剤Ｂ－（１）は、プラスチック成型品、ポリマーに練りこむ場合等
他に短波紫外線を吸収する要素が存在しない場合に用いることが特に好ましい。プラスチ
ック成型品やポリマー練り込みの場合、他に３００ｎｍ以下の短波紫外線を吸収する要素
が存在しないため、短波紫外領域まで効率よく吸収可能な紫外線吸収剤Ｂ－（１）を用い
ることで新たな短波紫外領域吸収フィルタを用いずに、プラスチック成型品自身及びその
内容物を紫外線から防ぐことが可能となる。また、本発明における紫外線吸収剤Ａと併用
することで、ポリマーに対する相溶性及び光堅牢性が改善されるという予想外の効果が得
られる。
【００５５】
　例えば、紫外線吸収剤Ｂ－（２）はガラス上のフィルム、ポリマーに溶解させて基板に
塗布する場合等、他に短波紫外線を吸収する要素が存在する場合に用いることが特に好ま
しい。紫外線吸収剤Ｂ－（２）を用いる場合は３２０ｎｍ付近の遮蔽能力に優れるが、３
００ｎｍ以下の短波紫外領域を効率よく吸収することは可能であるが、困難な場合がある
。そのため、短波側を遮蔽するフィルタの役割を果たすポリマー、ガラス基板の上に塗布
して使用することが好ましい。また、本発明における紫外線吸収剤Ａを併用することで、
溶剤塗布系で塗布膜を用いる際の溶媒（酢酸エチル、メチルエチルケトン、トルエン等）
に対する溶解性及び光堅牢性が改善されるという予想外の効果が得られる。
【００５６】
　紫外線吸収剤Ｂとしては、３２０ｎｍにおける吸光度が極大吸収波長における吸光度の
２０％以上（好ましくは３０％～９０％）であり、極大吸収波長が３８０ｎｍ以下で（好
ましくは２７０ｎｍ～３７０ｎｍ）であるという条件を満たすものであればいずれの構造
であってもよい。例えば、紫外線吸収剤の構造として知られているベンゾトリアゾール系
、トリアジン系、ベンゾフェノン系、メロシアニン系、シアニン系、ジベンゾイルメタン
系、桂皮酸系、アクリレート系、安息香酸エステル系シュウ酸ジアミド系、ホルムアミジ
ン系、ベンゾオキサジノン系などの化合物が挙げられる。これらのうち、ベンゾトリアゾ
ール系、トリアジン系、ベンゾフェノン系、ジベンゾイルメタン系、ホルムアミジン系、
ベンゾオキサジノン系の化合物が好ましく、ベンゾトリアゾール系、トリアジン系、ベン
ゾフェノン系、ホルムアミジン系、ベンゾオキサジノン系の化合物が更に好ましい。最も
好ましくはベンゾトリアゾール系、トリアジン系、ベンゾオキサジノン系の化合物である
。これらの紫外線吸収剤は、例えばファインケミカル、２００４年５月号、２８～３８ペ
ージ、東レリサーチセンター調査研究部門発行「高分子用機能性添加剤の新展開」（東レ
リサーチセンター、１９９９年）９６～１４０ページ、大勝靖一監修「高分子添加剤の開
発と環境対策」（シーエムシー出版、２００３年）５４～６４ページ、（株）技術情報協
会発行「高分子の劣化・変色メカニズムとその安定化技術－ノウハウ集－」（技術情報協
会、２００６年）などに記載されている。
【００５７】
　前記ベンゾトリアゾール系化合物としては、その有効吸収波長が約２７０～３８０ｎｍ
で、下記一般式（ＩＩａ）又は（ＩＩｂ）のいずれかで表される化合物が好ましい。（Ｉ



(21) JP 2010-92842 A 2010.4.22

10

20

30

40

50

Ｉａ）及び（ＩＩｂ）について詳述する。
【００５８】
【化９】

【００５９】
〔前記一般式（ＩＩａ）中、
　Ｒ１１は、水素原子、置換もしくは無置換のアルキル基、置換もしくは無置換のシクロ
アルキル基、又は置換もしくは無置換のアリール基を表す。
　Ｒ１２は、水素原子、ハロゲン原子、置換もしくは無置換のアルキル基、又は置換もし
くは無置換のアリール基を表す。
　Ｒ１３は、水素原子、ハロゲン原子、置換もしくは無置換のアルキル基、置換もしくは
無置換のアルコキシ基、又は－ＣＯＯＲ１４基（ここで、Ｒ１４は、水素原子、置換もし
くは無置換のアルキル基、又は置換もしくは無置換のアリール基である。）を表す。〕
【００６０】
〔前記一般式（ＩＩｂ）中、
　Ｔは、水素原子、又は置換もしくは無置換のアルキル基を表す。
　Ｔ１は、水素原子、ハロゲン原子、置換もしくは無置換のアルキル基、置換もしくは無
置換のアリール基、又は置換もしくは無置換のアルコキシ基を表す。
　Ｌは２価の連結基または単結合を表し、ｍは０又は１を表す。
　ｎは１～４の整数を表す。ｎが１のときＴ２は、ハロゲン原子、置換もしくは無置換の
アルキル基、又は置換もしくは無置換のアリール基を表す。また、ｎが２のときＴ２は２
価の置換基を表し、ｎが３のときＴ２は３価の置換基を表し、ｎが４のときＴ２は４価の
置換基を表す。〕
【００６１】
（一般式（ＩＩａ））
　Ｒ１１は、水素原子、置換もしくは無置換のアルキル、置換もしくは無置換のシクロア
ルキル、又は置換もしくは無置換のアリール基を表す。
　Ｒ１１として好ましくは、炭素数１～１８の置換もしくは無置換アルキル基、炭素数５
～１８の置換もしくは無置換シクロアルキル基、又は炭素数６～２４の置換もしくは無置
換アリール基である。Ｒ１１として特に好ましくは、炭素数１～１８の置換もしくは無置
換アルキル基、又は炭素数１～１８の置換もしくは無置換アルキル基である。
【００６２】
　置換アルキル基、置換シクロアルキル基、置換アリール基は任意の位置に１価の置換基
を有しているアルキル基、シクロアルキル基、アリール基を表し、１価の置換基の例とし
ては、ハロゲン原子（例えばフッ素原子、塩素原子、臭素原子、ヨウ素原子）、炭素数１
～２０（好ましくは１～１０）の直鎖又は分岐のアルキル基（例えばメチル、エチル）、
炭素数６～２０（好ましくは６～１０）のアリール基（例えばフェニル、ナフチル）、シ
アノ基、カルボキシル基、炭素数１～２０（好ましくは１～１０）のアルコキシカルボニ
ル基（例えばメトキシカルボニル）、炭素数６～２０（好ましくは６～１０）のアリール
オキシカルボニル基（例えばフェノキシカルボニル）、炭素数０～２０（好ましくは０～
１０）の置換又は無置換のカルバモイル基（例えばカルバモイル、Ｎ－フェニルカルバモ
イル、Ｎ，Ｎ－ジメチルカルバモイル）、炭素数１～２０（好ましくは１～１０）のアル
キルカルボニル基（例えばアセチル）、炭素数６～２０（好ましくは６～１０）のアリー
ルカルボニル基（例えばベンゾイル）、ニトロ基、炭素数０～２０（好ましくは０～１０
）の置換または無置換のアミノ基（例えばアミノ、ジメチルアミノ、アニリノ）、炭素数
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１～２０（好ましくは１～１０）のアシルアミノ基（例えばアセトアミド、エトキシカル
ボニルアミノ）、
【００６３】
炭素数０～２０（好ましくは０～１０）のスルホンアミド基（例えばメタンスルホンアミ
ド）、炭素数２～２０（好ましくは２～１０）のイミド基（例えばスクシンイミド、フタ
ルイミド）、炭素数１～２０（好ましくは１～１０）のイミノ基（例えばベンジリデンア
ミノ）、ヒドロキシ基、炭素数１～２０（好ましくは１～１０）のアルコキシ基（例えば
メトキシ）、炭素数６～２０（好ましくは６～１０）のアリールオキシ基（例えばフェノ
キシ）、炭素数１～２０（好ましくは１～１０）のアシルオキシ基（例えばアセトキシ）
、炭素数１～２０（好ましくは１～１０）のアルキルスルホニルオキシ基（例えばメタン
スルホニルオキシ）、炭素数６～２０（好ましくは６～１０）のアリールスルホニルオキ
シ基（例えばベンゼンスルホニルオキシ）、スルホ基、炭素数０～２０（好ましくは０～
１０）の置換または無置換のスルファモイル基（例えばスルファモイル、Ｎ－フェニルス
ルファモイル）、炭素数１～２０（好ましくは１～１０）のアルキルチオ基（例えばメチ
ルチオ）、炭素数６～２０（好ましくは６～１０）のアリールチオ基（例えばフェニルチ
オ）、炭素数１～２０（好ましくは１～１０）のアルキルスルホニル基（例えばメタンス
ルホニル）、炭素数６～２０（好ましくは６～１０）のアリールスルホニル基（例えばベ
ンゼンスルホニル）、４～７員環（好ましくは５～６員環）のヘテロ環基（例えばピリジ
ル、モルホリノ）などを挙げることができる。
【００６４】
　Ｒ１２は、水素原子、ハロゲン原子、置換もしくは無置換のアルキル基、又は置換もし
くは無置換のアリール基を表す。Ｒ１２として好ましくは、水素原子、塩素原子、炭素数
１～１８の置換もしくは無置換アルキル基、炭素数５～１８の置換もしくは無置換シクロ
アルキル基、又は炭素数６～２４の置換もしくは無置換アリール基である。Ｒ１２として
特に好ましくは、水素原子、塩素原子、炭素数１～１８の置換もしくは無置換アルキル基
、又は炭素数６～２４の置換もしくは無置換アリール基である。
【００６５】
　Ｒ１３は、水素原子、ハロゲン原子、置換もしくは無置換のアルキル基、置換もしくは
無置換のアルコキシ基、又は－ＣＯＯＲ１４基（ここで、Ｒ１４は、水素原子、置換もし
くは無置換のアルキル基、又は置換もしくは無置換のアリール基である。）を表す。Ｒ１

３として好ましくは、水素原子、塩素原子、炭素数１～１８の置換もしくは無置換アルキ
ル基、炭素数１～１８の置換もしくは無置換アルコキシ基、又は－ＣＯＯＲ１４基（ここ
で、Ｒ１４は、水素原子、炭素数１～１８の置換もしくは無置換のアルキル基、又は炭素
数６～２４の置換もしくは無置換のアリール基である。）である。
【００６６】
　Ｒ１１、Ｒ１２は、ベンゼン環に置換していればいずれの位置でも構わないが、ヒドロ
キシル基の２位および４位に置換していることが好ましい。
【００６７】
（一般式（ＩＩｂ））
　Ｔは、水素原子、又は置換もしくは無置換のアルキル基を表す。Ｔとして好ましくは、
水素原子、又は炭素数１～１８の置換もしくは無置換アルキル基である。
　Ｔ１は、水素原子、ハロゲン原子、置換もしくは無置換のアルキル基、置換もしくは無
置換のアリール基、又は置換もしくは無置換のアルコキシ基を表す。Ｔ１として好ましく
は、水素原子、塩素原子、炭素数１～１８の置換もしくは無置換のアルキル基、炭素数６
～２４のアリール基、又は炭素数１～１８のアルコキシ基である。
【００６８】
　－Ｌ－は２価の連結基または単結合を表し、ｍは０又は１を表す。
　ｍが０のときは、Ｔ２がＬを介さずに直接ベンゼン環と結合しているとき、即ち－Ｌ－
が単なる結合を表しているときを表す。
　２価の連結基－Ｌ－について説明する。－Ｌ－は下記一般式（ａ）で表わされる２価の
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置換基である。
　一般式（ａ）
　　　－（Ｌ１）ｍ１－（Ｌ２）ｍ２－（Ｌ３）ｍ３－（Ｌ４）ｍ４－（Ｌ５）ｍ５－
【００６９】
　一般式（ａ）中、ｍ１～ｍ５は０～２の整数を表す。
　Ｌ１～Ｌ５は各々独立して、－ＣＯ－、－Ｏ－、－ＳＯ２－、－ＳＯ－、－ＮＲＬ－、
置換もしくは無置換の２価のアルキル基、置換もしくは無置換の２価のアルケニル基、又
は置換もしくは無置換の２価のアリール基を表す。ＲＬは水素原子、置換もしくは無置換
のアルキル基、又は置換もしくは無置換のアリール基を表す。
【００７０】
　ＲＬの具体例としては、例えば、水素原子、メチル基、エチル基、プロピル基、ヘキシ
ル基、オクチル基、フェニル基、ナフチル基などが挙げられる。アルキル基上およびアリ
ール基上の任意の位置に１価の置換基を有していてもよい。１価の置換基としては上述し
た１価の置換基の例が挙げられる。ＲＬとして好ましくは、炭素数３～２０の置換もしく
は無置換のアルキル基、又は炭素数６～１４の置換もしくは無置換のアリール基である。
より好ましくは炭素数６～１２の置換もしくは無置換のアルキル基、又は炭素数６～１０
の置換もしくは無置換のアリール基である。
【００７１】
　即ち２価の置換基－Ｌ－としては、－Ｏ－ＣＯ－Ｃ２Ｈ４－ＣＯ－Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－
Ｃ３Ｈ６－、－ＮＨ－ＣＯ－Ｃ３Ｈ６－ＣＯ－ＮＨ－、－ＮＨ－ＣＯ－Ｃ４Ｈ８－、－Ｃ
Ｈ２－、－Ｃ２Ｈ４－、－Ｃ３Ｈ６－、－Ｃ４Ｈ８－、－Ｃ５Ｈ１０－、－Ｃ８Ｈ１６－
、－Ｃ４Ｈ８－ＣＯ－Ｏ－、－Ｃ６Ｈ４－Ｃ６Ｈ４－、－ＮＨ－ＳＯ２－Ｃ３Ｈ６－等が
好ましい。
【００７２】
　前記一般式（ＩＩｂ）中、ｎは１～４の整数を表す。
　ｎが１のときＴ２は、ハロゲン原子、置換もしくは無置換のアルキル基、又は置換もし
くは無置換のアリール基を表す。ｎが１のときＴ２として好ましくは、塩素原子、炭素数
１～１８の置換もしくは無置換のアルキル基、又は炭素数６～２４の置換もしくは無置換
のアリール基である。
【００７３】
　ｎが２のときＴ２は、２価の置換基を表す。ｎが２のときＴ２の具体例としては、上記
の２価の置換基－Ｌ－の例が挙げられる。ｎが２の時Ｔ２として好ましくは、－ＣＨ２－
、－Ｏ－ＣＯ－Ｃ２Ｈ４－ＣＯ－Ｏ－、－ＮＨ－ＣＯ－Ｃ３Ｈ６－ＣＯ－ＮＨ－である。
【００７４】
　ｎが３のときＴ２は３価の置換基を表す。３価の置換基について説明する。３価の置換
基は３価のアルキル基、３価のアリール基、又は下記一般式
【化１０】

で表される置換基である。
　３価の置換基のうち、好ましくは炭素数１～８の３価のアルキル基、炭素数６～１４の
３価のアリール基、又は下記一般式、
【化１１】

で表される置換基である。
【００７５】
　ｎが４のときＴ２は４価の置換基を表す。４価の置換基について説明する。４価の置換
基は４価のアルキル基、４価のアリール基で表される置換基である。４価の置換基のうち
好ましくは、炭素数１～８の４価のアルキル基、炭素数６～１４の４価のアリールである
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。
【００７６】
　一般式（ＩＩｂ）において、ｎが１又は２の時が特に好ましい。
　即ち、一般式（ＩＩｂ）の好ましい組み合わせとしては、
　ｎが１のとき、Ｔが水素原子、又は炭素数１～１８の置換もしくは無置換アルキル基で
あり、Ｔ１が水素原子、塩素原子、炭素数１～１８の置換もしくは無置換のアルキル基、
炭素数６～２４のアリール基、又は炭素数１～１８のアルコキシ基であり、Ｌが－Ｏ－Ｃ
Ｏ－Ｃ３Ｈ６－、－ＣＨ２－、－Ｃ３Ｈ６－、－Ｃ５Ｈ１０－、－Ｃ８Ｈ１６－、－ＮＨ
－ＣＯ－Ｃ４Ｈ８－又は単なる結合であり、Ｔ２が塩素原子、炭素数１～１８の置換もし
くは無置換のアルキル基、又は炭素数６～２４の置換もしくは無置換のアリール基である
組合せである。
　また、ｎが２のとき、Ｔが水素原子、又は炭素数１～１８の置換もしくは無置換アルキ
ル基であり、Ｔ１が水素原子、塩素原子、炭素数１～１８の置換もしくは無置換のアルキ
ル基、炭素数６～２４のアリール基、又は炭素数１～１８のアルコキシ基であり、Ｌが－
ＣＨ２－又は単なる結合であり、Ｔ２が、－ＣＨ２－、－Ｏ－ＣＯ－Ｃ２Ｈ４－ＣＯ－Ｏ
－、又は－ＮＨ－ＣＯ－Ｃ３Ｈ６－ＣＯ－ＮＨ－である組合せである。
　また、ｎが２のとき、ｍが０であり、Ｔが水素原子、又は炭素数１～１８の置換もしく
は無置換アルキル基であり、Ｔ１が水素原子、塩素原子、炭素数１～１８の置換もしくは
無置換のアルキル基、炭素数６～２４のアリール基、又は炭素数１～１８のアルコキシ基
であり、Ｔ２が、－ＣＨ２－、－Ｏ－ＣＯ－Ｃ２Ｈ４－ＣＯ－Ｏ－、又は－ＮＨ－ＣＯ－
Ｃ３Ｈ６－ＣＯ－ＮＨ－である組合せも好ましい。
【００７７】
　前記一般式（ＩＩａ）又は（ＩＩｂ）で表される化合物の代表例としては、２－（２’
－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－
５’－ｔ－ブチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－３’－ｔ－
ブチル－５’－メチルフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロ
キシ－３’，５’－ジ－ｔ－ブチルフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール、２－（
２’－ヒドロキシ－３’－ドデシル－５’－メチルフェニル）－５－クロロベンゾトリア
ゾール、２－（２’－ヒドロキシ－３’，５’－ジ－ｔ－アミルフェニル）ベンゾトリア
ゾール、２－（２’－ヒドロキシ－５’－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）フェ
ニル）ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－４’－オクチルオキシフェニル）
ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－３’－（３，４，５，６－テトラヒドロ
フタルイミジルメチル）－５’－メチルベンジル）フェニル）ベンゾトリアゾール、２－
（３’－ｓｅｃ－ブチル－５’－ｔ－ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリア
ゾール、２－（３’，５’－ビス－（α，α－ジメチルベンジル）－２’－ヒドロキシフ
ェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’－ｔ－ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２
－オクチルオキシカルボニルエチル）フェニル）－５－クロロ－ベンゾトリアゾール、２
－（３’－ｔ－ブチル－５’－［２－（２－エチルヘキシルオキシ）－カルボニルエチル
］－２’－ヒドロキシフェニル）－５－クロロ－ベンゾトリアゾール、２－（３’－ｔ－
ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－メトキシカルボニルエチル）フェニル）－５－
クロロ－ベンゾトリアゾール、２－（３’－ｔ－ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２
－メトキシカルボニルエチル）フェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’－ｔ－ブチル
－２’－ヒドロキシ－５’－（２－オクチルオキシカルボニルエチル）フェニル）ベンゾ
トリアゾール、２－（３’－ｔ－ブチル－５’－［２－（２－エチルヘキシルオキシ）カ
ルボニルエチル］－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’－ドデ
シル－２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’－ｔ
－ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－イソオクチルオキシカルボニルエチル）フェ
ニルベンゾトリアゾール、２，２’－メチレン－ビス［４－（１，１，３，３－テトラメ
チルブチル）－６－ベンゾトリアゾール－２－イルフェノール］、２－［３’－ｔ－ブチ
ル－５’－（２－メトキシカルボニルエチル）－２’－ヒドロキシフェニル］－２Ｈ－ベ
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ンゾトリアゾールとポリエチレングリコール３００とのエステル交換生成物；
【化１２】

（式中、Ｒ＝３’－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－ヒドロキシ－５’－２Ｈ－ベンゾトリアゾ
ール－２－イルフェニル、２－［２’－ヒドロキシ－３’－（α，α－ジメチルベンジル
）－５’－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）－フェニル］ベンゾトリアゾール；
２－［２’－ヒドロキシ－３’－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）－５’－（α
，α－ジメチルベンジル）－フェニル］ベンゾトリアゾール等を挙げることができる。
【００７８】
　前記トリアジン系化合物としては、その有効吸収波長が約２７０～３８０ｎｍで、下記
一般式（ＩＩＩ）で表される化合物が好ましい。
【００７９】

【化１３】

【００８０】
［前記一般式（ＩＩＩ）中、
　置換基Ｙ１は、互いに独立して、水素原子、ヒドロキシル基、置換もしくは無置換のア
ルキル基、置換もしくは無置換のアリール基、又は置換もしくは無置換のアルコキシ基で
ある。Ｌｆは２価の連結基または単結合を表す。
　ｕは１又は２であり、ｖは０又は１であり、そしてｒは１～３の整数であり、
　ｕが１のときＹ２は、水素原子、置換もしくは無置換のアルキル基、又は置換もしくは
無置換のアリール基である。また、ｕが２のときＹ２は２価の置換基を表す。］
【００８１】
　Ｙ１は、互いに独立して、水素原子、ヒドロキシル基、置換もしくは無置換のアルキル
基、置換もしくは無置換のアリール基、又は置換もしくは無置換のアルコキシ基を表す。
Ｙ１として好ましくは、水素原子、ヒドロキシル基、炭素数１～１８の置換もしくは無置
換のアルキル基、炭素数６～２４の置換もしくは無置換のアリール基、又は炭素数１～１
８の置換もしくは無置換のアルコキシ基である。
【００８２】
　Ｌｆは２価の連結基または単なる結合を表す。ｕは１又は２を表す。ｒは１～３の整数
を表す。ｖは０又は１であり、ｖが０の時はＬｆは単なる結合を表す。
　２価の連結基－Ｌｆ－について説明する。２価の置換基Ｌｆは、下記一般式（ｂ）で表
わされる２価の置換基である。
　一般式（ｂ）
　　　－（Ｌｆ１）ｍｆ１－（Ｌｆ２）ｍｆ２－（Ｌｆ３）ｍｆ３－（Ｌｆ４）ｍｆ４－
（Ｌｆ５）ｍｆ５－
【００８３】
　一般式（ｂ）中、ｍｆ１～ｍｆ５は０～２の整数を表す。
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　Ｌｆ１～Ｌｆ５は各々独立して、－ＣＯ－、－Ｏ－、－ＳＯ２－、－ＳＯ－、－ＮＲｆ

Ｌ－、２価の置換もしくは無置換のアルキル基、２価の置換もしくは無置換のアルケニル
基、又は２価の置換もしくは無置換のアリール基を表す。ＲｆＬは水素原子、置換もしく
は無置換のアルキル基、又は置換もしくは無置換のアリール基を表す。
【００８４】
　ＲｆＬの具体例としては、例えば、水素原子、メチル基、エチル基、プロピル基、ヘキ
シル基、オクチル基、フェニル基、ナフチル基などが挙げられる。アルキル基上およびア
リール基上の任意の位置に１価の置換基を有していてもよい。１価の置換基としては上述
した１価の置換基の例が挙げられる。ＲｆＬとして好ましくは、炭素数３～２０の置換も
しくは無置換のアルキル基、又は炭素数６～１４の置換もしくは無置換のアリール基であ
る。より好ましくは炭素数６～１２の置換もしくは無置換のアルキル基、又は炭素数６～
１０の置換もしくは無置換のアリール基である。
【００８５】
　即ち２価の置換基－Ｌｆ－としては、－Ｏ－ＣＯ－Ｃ２Ｈ４－ＣＯ－Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ
－Ｃ３Ｈ６－、－ＮＨ－ＣＯ－Ｃ３Ｈ６－ＣＯ－ＮＨ－、－ＮＨ－ＣＯ－Ｃ４Ｈ８－、－
ＣＨ２－、－Ｃ２Ｈ４－、－Ｃ３Ｈ６－、－Ｃ４Ｈ８－、－Ｃ５Ｈ１０－、－Ｃ８Ｈ１６

－、－Ｃ４Ｈ８－ＣＯ－Ｏ－、－Ｃ６Ｈ４－Ｃ６Ｈ４－、－ＮＨ－ＳＯ２－Ｃ３Ｈ６－等
が好ましい。
【００８６】
　ｕが１のときＹ２は、水素原子、置換もしくは無置換のアルキル基、又は置換もしくは
無置換のアリール基である。ｕが１のときＹ２として好ましくは、水素原子、炭素数１～
１８の置換もしくは無置換アルキル基、又は炭素数６～２４の置換もしくは無置換アリー
ル基である。
【００８７】
　ｕが２のときＹ２は２価の置換基を表す。２価の置換基の例としては上記の２価の置換
基－Ｌ－の例があげられる。Ｙ２として好ましくは、置換もしくは無置換の２価のアルキ
ル基、置換もしくは無置換の２価のアルケニル基、置換もしくは無置換の２価のアリール
基、－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２－Ｏ－Ｙ１１－ＯＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２、－ＣＯ－
Ｙ１２－ＣＯ－、－ＣＯ－ＮＨ－Ｙ１３－ＮＨ－ＣＯ－、又は－（ＣＨ２）ｔ－ＣＯ２－
Ｙ１４－ＯＣＯ－（ＣＨ２）ｔである。
　ただし、ｔは、１、２または３であり、
　Ｙ１１は、置換もしくは無置換のアルキレン、フェニレン、又は－フェニレン－Ｍ－フ
ェニレン－（ここで、Ｍは、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＳＯ２－、－ＣＨ２－または－Ｃ（ＣＨ

３）２－である。）であり、
　Ｙ１２は、置換もしくは無置換の２価のアルキル基、置換もしくは無置換の２価のアル
ケニル基、又は置換もしくは無置換の２価のアリール基であり、
　Ｙ１３は、置換もしくは無置換の２価のアルキル基、又は置換もしくは無置換の２価の
アリール基であり、そして
　Ｙ１４は、置換もしくは無置換の２価のアルキル基、又は置換もしくは無置換の２価の
アリール基である。
【００８８】
　即ちｕが２のとき、Ｙ２として好ましくは、炭素数１～１８の置換もしくは無置換の２
価のアルキル基、炭素数６～２４の置換もしくは無置換の２価のアリール基、－ＣＨ２Ｃ
Ｈ（ＯＨ）ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ２－ＯＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２－、－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）
ＣＨ２－Ｏ－Ｃ（ＣＨ３）２－ＯＣ８Ｈ１６－、又は－（ＣＨ２）２－ＣＯ２－Ｃ２Ｈ４

－ＯＣＯ－（ＣＨ２）２－である。
【００８９】
　前記一般式（ＩＩＩ）で表される化合物の代表例としては、２－（４－ブトキシ－２－
ヒドロキシフェニル）－４，６－ジ（４－ブトキシフェニル）－１，３，５－トリアジン
、２－（４－ブトキシ－２－ヒドロキシフェニル）－４，６－ジ（２，４－ジブトキシフ
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ェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４－ジ（４－ブトキシ－２－ヒドロキシフェニ
ル）－６－（４－ブトキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４－ジ（４－ブト
キシ－２－ヒドロキシフェニル）－６－（２，４－ジブトキシフェニル）－１，３，５－
トリアジン、２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－１
，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－４，６
－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２，４－ジヒド
ロキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジ
ン、２，４－ビス（２－ヒドロキシ－４－プロピルオキシフェニル）－６－（２，４－ジ
メチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキ
シフェニル）－４，６－ビス（４－メチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（
２－ヒドロキシ－４－ドデシルオキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェ
ニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－トリデシルオキシフェニ
ル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－［２
－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－３－ブチルオキシプロポキシ）フェニル］－４，
６－ビス（２，４－ジメチル）－１，３，５－トリアジン、２－［２－ヒドロキシ－４－
（２－ヒドロキシ－３－オクチルオキシプロピルオキシ）フェニル］－４，６－ビス（２
，４－ジメチル）－１，３，５－トリアジン、２－［４－（ドデシルオキシ／トリデシル
オキシ－２－ヒドロキシプロポキシ）－２－ヒドロキシフェニル］－４，６－ビス（２，
４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－［２－ヒドロキシ－４－（２－
ヒドロキシ－３－ドデシルオキシプロポキシ）フェニル］－４，６－ビス（２，４－ジメ
チルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－ヘキシルオキシ
）フェニル－４，６－ジフェニル－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４
－メトキシフェニル）－４，６－ジフェニル－１，３，５－トリアジン、２，４，６－ト
リス（２－ヒドロキシ－４－（３－ブトキシ－２－ヒドロキシプロポキシ）フェニル）－
１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシフェニル）－４－（４－メトキシフェニ
ル）－６－フェニル－１，３，５－トリアジン、２－｛２－ヒドロキシ－４－［３－（２
－エチルヘキシル－１－オキシ）－２－ヒドロキシ－プロピルオキシ］フェニル｝－４，
６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキ
シ－４－（２－エチルヘキシル）オキシ）フェニル－４，６－ジ（４－フェニル）フェニ
ル－１，３，５－トリアジン等を挙げることができる。
【００９０】
　前記ベンゾフェノン系化合物としては、その有効吸収波長が約２７０～３８０ｎｍであ
る化合物が好ましく、下記一般式（ＩＶａ）又は（ＩＶｂ）で表される化合物が好ましい
。
【００９１】
【化１４】

【００９２】
〔前記一般式（ＩＶａ）中、Ｘ１及びＸ２は、互いに独立して、水素原子、ハロゲン原子
、ヒドロキシル基、置換もしくは無置換のアルキル基、置換もしくは無置換のフェニル基
、置換もしくは無置換のアルコキシ基、置換もしくは無置換のアルキルスルホニル基、置
換もしくは無置換のアリールスルホニル基、スルホン酸基、置換もしくは無置換のアルキ
ルオキシカルボニル基、置換もしくは無置換のアリールオキシカルボニル基、又は置換も
しくは無置換のアミノ基を表す。ｓ１及びｓ２は、互いに独立して１～３の整数を表す。
〕
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【００９３】
〔前記一般式（ＩＶｂ）中、Ｘ１は、水素原子、ハロゲン原子、ヒドロキシル基、置換も
しくは無置換のアルキル基、置換もしくは無置換のフェニル基、置換もしくは無置換のア
ルコキシ基、置換もしくは無置換のアルキルスルホニル基、置換もしくは無置換のアリー
ルスルホニル基、スルホン酸基、置換もしくは無置換のアルキルオキシカルボニル基、置
換もしくは無置換のアリールオキシカルボニル基、又は置換もしくは無置換のアミノ基を
表し、ｓ１は１～３の整数を表す。
　Ｌｇは２価の置換基または単なる結合を表し、ｗは０又は１を表す。
　ｔｂは１又は２を表し、ｔｂが１のときＸ３は、水素原子、ハロゲン原子、ヒドロキシ
ル基、置換もしくは無置換のアルキル基、置換もしくは無置換のフェニル基、置換もしく
は無置換のアルコキシ基、置換もしくは無置換のアルキルスルホニル基、置換もしくは無
置換のアリールスルホニル基、スルホン酸基、置換もしくは無置換のアルキルオキシカル
ボニル基、置換もしくは無置換のアリールオキシカルボニル基、又は置換もしくは無置換
のアミノ基を表す。ｔｂが２のときＸ３は２価の置換基を表す。〕
【００９４】
（一般式（ＩＶａ））
　Ｘ１及びＸ２は、互いに独立して、水素原子、ハロゲン原子、ヒドロキシル基、置換も
しくは無置換のアルキル基、置換もしくは無置換のフェニル基、置換もしくは無置換のア
ルコキシ基、置換もしくは無置換のアルキルスルホニル基、置換もしくは無置換のアリー
ルスルホニル基、スルホン酸基、置換もしくは無置換のアルキルオキシカルボニル基、置
換もしくは無置換のアリールオキシカルボニル基、又は置換もしくは無置換のアミノ基を
表す。Ｘ１及びＸ２として好ましくは、水素原子、塩素原子、ヒドロキシル基、炭素数１
～１８の置換もしくは無置換のアルキル基、炭素数６～２４の置換もしくは無置換のアリ
ール基、炭素数１～１８の置換もしくは無置換のアルコキシ基、炭素数２～１８のアルキ
ルオキシカルボニル基、炭素数７～２４のアリールオキシカルボニル基、スルホン酸基、
又は炭素数１～１６の置換もしくは無置換のアミノ基である。Ｘ１及びＸ２として特に好
ましくは水素原子、ヒドロキシル基、炭素数１～１８の置換もしくは無置換のアルコキシ
基、スルホン酸基、又は炭素数１～１６の置換もしくは無置換のアミノ基である。
【００９５】
（一般式（ＩＶｂ））
　ｔｂは１又は２であり、ｗは０又は１であり、ｓ１は１～３の整数である。
　置換基Ｘ１は、水素原子、ハロゲン原子、ヒドロキシル基、置換もしくは無置換のアル
キル基、置換もしくは無置換のフェニル基、置換もしくは無置換のアルコキシ基、置換も
しくは無置換のアルキルスルホニル基、置換もしくは無置換のアリールスルホニル基、ス
ルホン酸基、置換もしくは無置換のアルキルオキシカルボニル基、置換もしくは無置換の
アリールオキシカルボニル基、又は置換もしくは無置換のアミノ基を表す。
【００９６】
　Ｘ１として好ましくは、水素原子、塩素原子、ヒドロキシル基、炭素数１～１８の置換
もしくは無置換のアルキル基、炭素数６～２４の置換もしくは無置換のアリール基、炭素
数１～１８の置換もしくは無置換のアルコキシ基、炭素数２～１８のアルキルオキシカル
ボニル基、炭素数７～２４のアリールオキシカルボニル基、スルホン酸基、又は炭素数１
～１６の置換もしくは無置換のアミノ基である。Ｘ１として特に好ましくは水素原子、ヒ
ドロキシル基、炭素数１～１８の置換もしくは無置換のアルコキシ基、スルホン酸基、又
は炭素数１～１６の置換もしくは無置換のアミノ基である。
【００９７】
　－Ｌｇ－は２価の連結基または単なる結合を表し、ｗは０～１の整数を表す。ｗが０の
時はＸ３がＬｇを介さずに直接ベンゼン環と結合しているとき、即ち－Ｌｇ－が単なる結
合を表しているときを表す。
　２価の連結基－Ｌｇ－について説明する。２価の置換基Ｌｇは、下記一般式（ｃ）で表
わされる２価の置換基である。
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　一般式（ｃ）
　　　－（Ｌｇ１）ｍｇ１－（Ｌｇ２）ｍｇ２－（Ｌｇ３）ｍｇ３－（Ｌｇ４）ｍｇ４－
（Ｌｇ５）ｍｇ５－
【００９８】
　一般式（ｃ）中、ｍｇ１～ｍｇ５は０～２の整数を表す。
　Ｌｇ１～Ｌｇ５は各々独立して、－ＣＯ－、－Ｏ－、－ＳＯ２－、－ＳＯ－、－ＮＲｇ

Ｌ－、置換もしくは無置換の２価のアルキル基、置換もしくは無置換の２価のアルケニル
基、又は置換もしくは無置換の２価のアリール基を表す。ＲｇＬは水素原子、置換もしく
は無置換のアルキル基、又は置換もしくは無置換のアリール基を表す。
【００９９】
　ＲｇＬの具体例としては、例えば、水素原子、メチル基、エチル基、プロピル基、ヘキ
シル基、オクチル基、フェニル基、ナフチル基などが挙げられる。アルキル基上およびア
リール基上の任意の位置に１価の置換基を有していてもよい。１価の置換基としては上述
した１価の置換基の例が挙げられる。ＲｇＬとして好ましくは、炭素数３～２０の置換も
しくは無置換のアルキル基、又は炭素数６～１４の置換もしくは無置換のアリール基であ
る。より好ましくは炭素数６～１２の置換もしくは無置換のアルキル基、又は炭素数６～
１０の置換もしくは無置換のアリール基である。
【０１００】
　即ち２価の置換基－Ｌｇ－としては、－Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－Ｃ２Ｈ４－ＣＯ－Ｏ－、－
Ｏ－Ｃ４Ｈ８－Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－Ｃ３Ｈ６－、－ＮＨ－ＣＯ－Ｃ３Ｈ６－ＣＯ－ＮＨ－
、－ＮＨ－ＣＯ－Ｃ４Ｈ８－、－ＣＨ２－、－Ｃ２Ｈ４－、－Ｃ３Ｈ６－、－Ｃ４Ｈ８－
、－Ｃ５Ｈ１０－、－Ｃ８Ｈ１６－、－Ｃ４Ｈ８－ＣＯ－Ｏ－、－Ｃ６Ｈ４－Ｃ６Ｈ４－
、－ＮＨ－ＳＯ２－Ｃ３Ｈ６－等が好ましい。
【０１０１】
　ｔｂが１のとき、Ｘ３は水素原子、ハロゲン原子、ヒドロキシル基、置換もしくは無置
換のフェニル基、置換もしくは無置換のアルキル基、置換もしくは無置換のアルコキシ基
、置換もしくは無置換のアルキルスルホニル基、置換もしくは無置換のアリールスルホニ
ル基、スルホン酸基、置換もしくは無置換のアルキルオキシカルボニル基、置換もしくは
無置換のアリールオキシカルボニル基、又は置換もしくは無置換のアミノ基である。
　ｔｂが１のとき、Ｘ３として好ましくは、水素原子、ヒドロキシル基、塩素原子、炭素
数１～１８の置換もしくは無置換のアルキル基、炭素数６～２４の置換もしくは無置換の
アリール基、炭素数１～１８の置換もしくは無置換のアルコキシ基、炭素数２～１８のア
ルキルオキシカルボニル基、炭素数７～２４のアリールオキシカルボニル基、スルホン酸
基、又は炭素数１～１６の置換もしくは無置換のアミノ基である。
　Ｘ３として特に好ましくは水素原子、ヒドロキシル基、炭素数１～１８の置換もしくは
無置換のアルコキシ基、スルホン酸基、又は炭素数１～１６の置換もしくは無置換のアミ
ノ基である。
【０１０２】
　ｔｂが２のときＸ３は、２価の置換基を表す。
　ｔｂが２のとき、Ｘ３の具体例としては、上記の２価の置換基－Ｌ－の例が挙げられる
。ｔｂが２のときＸ３として好ましくは、－ＣＨ２－、－Ｃ４Ｈ８－、－Ｏ－Ｃ４Ｈ８－
Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－Ｃ２Ｈ４－ＣＯ－Ｏ－、又は－ＮＨ－ＣＯ－Ｃ３Ｈ６－ＣＯ－ＮＨ－
である。
【０１０３】
　一般式（ＩＶｂ）において、ｔｂが１のときが特に好ましい。
　即ち、一般式（ＩＶｂ）の好ましい組み合わせとしては、以下のとおりである。
　具体的には、ｔｂが１のとき、
　Ｘ１が水素原子、ヒドロキシル基、炭素数１～１８の置換もしくは無置換のアルコキシ
基、スルホン酸基、又は炭素数１～１６の置換もしくは無置換のアミノ基であり、
　Ｌｇが－Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－Ｃ２Ｈ４－ＣＯ－Ｏ－、－Ｏ－Ｃ４Ｈ８－Ｏ－、－Ｏ－Ｃ
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Ｏ－Ｃ３Ｈ６－、－ＮＨ－ＣＯ－Ｃ３Ｈ６－ＣＯ－ＮＨ－、－ＮＨ－ＣＯ－Ｃ４Ｈ８－、
－ＣＨ２－、－Ｃ２Ｈ４－、－Ｃ３Ｈ６－、－Ｃ４Ｈ８－、－Ｃ５Ｈ１０－、－Ｃ８Ｈ１

６－、－Ｃ４Ｈ８－ＣＯ－Ｏ－、－Ｃ６Ｈ４－Ｃ６Ｈ４－、もしくは－ＮＨ－ＳＯ２－Ｃ

３Ｈ６－、又は単なる結合であり、
　Ｘ３が水素原子、ヒドロキシル基、塩素原子、炭素数１～１８の置換もしくは無置換の
アルキル基、炭素数６～２４の置換もしくは無置換のアリール基、炭素数１～１８の置換
もしくは無置換のアルコキシ基、炭素数２～１８のアルキルオキシカルボニル基、炭素数
７～２４のアリールオキシカルボニル基、スルホン酸基、又は炭素数１～１６の置換もし
くは無置換のアミノ基である組み合わせが好ましい。
【０１０４】
　ｔｂが２のとき、
　Ｘ１が水素原子、ヒドロキシル基、炭素数１～１８の置換もしくは無置換のアルコキシ
基、スルホン酸基、又は炭素数１～１６の置換もしくは無置換のアミノ基であり、
　Ｌｇが－Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－Ｃ２Ｈ４－ＣＯ－Ｏ－、－Ｏ－Ｃ４Ｈ８－Ｏ－、－Ｏ－Ｃ
Ｏ－Ｃ３Ｈ６－、－ＮＨ－ＣＯ－Ｃ３Ｈ６－ＣＯ－ＮＨ－、－ＮＨ－ＣＯ－Ｃ４Ｈ８－、
－ＣＨ２－、－Ｃ２Ｈ４－、－Ｃ３Ｈ６－、－Ｃ４Ｈ８－、－Ｃ５Ｈ１０－、－Ｃ８Ｈ１

６－、－Ｃ４Ｈ８－ＣＯ－Ｏ－、－Ｃ６Ｈ４－Ｃ６Ｈ４－、もしくは－ＮＨ－ＳＯ２－Ｃ

３Ｈ６－、又は単なる結合であり、
　Ｘ３が－ＣＨ２－、－Ｃ４Ｈ８－、－Ｏ－Ｃ４Ｈ８－Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－Ｃ２Ｈ４－Ｃ
Ｏ－Ｏ－、又は－ＮＨ－ＣＯ－Ｃ３Ｈ６－ＣＯ－ＮＨ－である組み合わせが好ましい。
【０１０５】
　前記ベンゾフェノン系化合物の代表例としては、２，４－ジヒドロキシベンゾフェノン
、２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシ
ベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－デシルオキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－
４－ドデシルオキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－ベンジルオキシベンゾフェノ
ン、２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－３－メタクリルオキシプロポキシ）ベンゾ
フェノン、２－ヒドロキシ－４－メトキシ－５－スルホベンゾフェノン、２－ヒドロキシ
－４－メトキシ－５－スルホベンゾフェノントリヒドレート、２－ヒドロキシ－４－メト
キシ－２’－カルボキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－オクタデシロキシベンゾ
フェノン、２－ヒドロキシ－４－ジエチルアミノ－２’－ヘキシルオキシカルボニルベン
ゾフェノン、２，２’－ジヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、２，２’，４，４
’－テトラヒドロキシベンゾフェノン、２，２’－ジヒドロキシ－４，４’－ジメトキシ
ベンゾフェノン、１，４－ビス（４－ベンジルオキシ－３－ヒドロキシフェノキシ）ブタ
ン等を挙げることができる。
【０１０６】
　前記ベンゾオキサジノン系化合物としては、その有効吸収波長が約２７０～３８０ｎｍ
で、下記一般式（Ｖ）で表される化合物が好ましい。
【０１０７】
【化１５】

【０１０８】
（前記一般式（Ｖ）中、Ｒ１は置換基を表し、ｎ１は０～４の整数を表す。Ｒ２はｎ２価
の置換基または連結基を表し、ｎ２は１～４の整数を表す。）
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【０１０９】
　前記一般式（Ｖ）においてＲ１は置換基を表し、置換基の例としては前述の置換アルキ
ル基、置換アルケニル基、置換アルキニル基および置換アラルキル基のアルキル部分の置
換基の例としてあげたものと同様のものが挙げられる。Ｒ１として好ましくはハロゲン原
子、アルキル基、アルケニル基、アルキニル基、アリール基、シアノ基、ヒドロキシル基
、ニトロ基、カルボキシル基、アルコキシ基、アリールオキシ基、シリルオキシ基、ヘテ
ロ環オキシ基、アシルオキシ基、カルバモイルオキシ基、アルコキシカルボニルオキシ基
、アリールオキシカルボニルオキシ基、アミノ基、アシルアミノ基、アミノカルボニルア
ミノ基、アルコキシカルボニルアミノ基、アリールオキシカルボニルアミノ基、スルファ
モイルアミノ基、アルキル又はアリールスルホニルアミノ基、メルカプト基、アルキルチ
オ基、アリールチオ基、ヘテロ環チオ基、スルファモイル基、スルホ基、アルキル又はア
リールスルフィニル基、アルキル又はアリールスルホニル基、アシル基、アリールオキシ
カルボニル基、アルコキシカルボニル基、カルバモイル基、イミド基、ホスフィノ基、ホ
スフィニル基、ホスフィニルオキシ基、ホスフィニルアミノ基、シリル基であり、さらに
好ましくはハロゲン原子、アルキル基、アリール基、シアノ基、ヒドロキシル基、ニトロ
基、カルボキシル基、アルコキシ基、アリールオキシ基、シリルオキシ基、ヘテロ環オキ
シ基、アシルオキシ基、カルバモイルオキシ基、アミノ基、アシルアミノ基、アミノカル
ボニルアミノ基、アルコキシカルボニルアミノ基、アリールオキシカルボニルアミノ基、
スルファモイルアミノ基、アルキル又はアリールスルホニルアミノ基、メルカプト基、ア
ルキルチオ基、アリールチオ基、ヘテロ環チオ基、スルファモイル基、スルホ基、アルキ
ル又はアリールスルフィニル基、アルキル又はアリールスルホニル基、カルバモイル基、
イミド基、ホスフィノ基、ホスフィニル基、ホスフィニルオキシ基、ホスフィニルアミノ
基、シリル基であり、更に好ましくはハロゲン原子、アルキル基、アリール基、ヒドロキ
シル基、アルコキシ基、アリールオキシ基、アミノ基、メルカプト基、アルキルチオ基、
アリールチオ基、スルファモイル基、スルホ基、アルキル又はアリールスルフィニル基、
アルキル又はアリールスルホニル基であり、更に好ましくはハロゲン原子、アルキル基、
アリール基、アルコキシ基、アリールオキシ基、アルキルチオ基、アリールチオ基であり
、更に好ましくはハロゲン原子、炭素数１～２０のアルキル基、炭素数６～２０のアリー
ル基、炭素数１～２０のアルコキシ基、炭素数６～２０のアリールオキシ基、炭素数１～
２０のアルキルチオ基、炭素数６～２０のアリールチオ基であり、更に好ましくは塩素原
子、フッ素原子、臭素原子、炭素数１～８のアルキル基、炭素数６～１０のアリール基、
炭素数１～８のアルコキシ基、炭素数６～１０のアリールオキシ基、炭素数１～８のアル
キルチオ基、炭素数６～１０のアリールチオ基であり、更に好ましくは塩素原子、フッ素
原子、炭素数１～４のアルキル基、炭素数１～４のアルコキシ基である。
【０１１０】
　ｎ１として好ましくは０～３であり、更に好ましくは０～２であり、更に好ましくは０
または１であり、最も好ましくは０、すなわちベンゼン環が置換基を有さないことである
。
【０１１１】
　Ｒ２はｎ２価の置換基或いは連結基を表し、置換基の例としては前述の置換アルキル基
、置換アルケニル基、置換アルキニル基および置換アラルキル基のアルキル部分の置換基
の例としてあげたものと同様のものが挙げられる。また連結基とは置換基が更に１つ以上
の結合手を有するものである。Ｒ２として好ましくは脂肪族基、芳香族基、およびこれら
が更に結合手を有する連結基であり、更に好ましくはアルキル基、アルケニル基、アルキ
ニル基、アリール基、およびこれらが２～４価となる連結基であり、更に好ましくはアル
キル基、アルケニル基、アリール基、およびこれらが２～３価となる連結基であり、更に
好ましくは炭素数１～２０のアルキル基、炭素数２～２０のアルケニル基、炭素数６～２
０のアリール基、およびこれらが２～３価となる連結基であり、更に好ましくは炭素数１
～８のアルキル基、炭素数２～８のアルケニル基、炭素数６～１２のアリール基、および
これらが２～３価となる連結基であり、更に好ましくは炭素数１～８のアルキル基、炭素
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数６～１２のアリール基、およびこれらが２～３価となる連結基であり、更に好ましくは
メチル、エチル、プロピル、ブチル、イソプロピル、２－ブチル、ベンジル、フェニル、
２－ナフチル、エチレン、トリメチレン、１，２－プロピレン、テトラメチレン、１，２
－フェニレン、１，３－フェニレン、１，４－フェニレン、２，６－ナフチレン、ベンゼ
ン－１，３，５－イルであり、更に好ましくはメチル、エチル、ベンジル、フェニル、エ
チレン、トリメチレン、１，３－フェニレン、１，４－フェニレン、ベンゼン－１，３，
５－イルであり、更に好ましくはエチレン、トリメチレン、１，３－フェニレン、１，４
－フェニレン、ベンゼン－１，３，５－イルであり、最も好ましくは１，４－フェニレン
である。
【０１１２】
　ｎ２として好ましくは１～３であり、更に好ましくは２～３であり、最も好ましくは２
である。
【０１１３】
　前記ベンゾオキサジノン系化合物の代表例としては、２，２’－（ｐ－フェニレン）ジ
－３，１－ベンゾオキサジン－４－オンを挙げることができる。
【０１１４】
　前記サリチル酸系化合物としては、その有効吸収波長が約２９０～３３０ｎｍである化
合物が好ましく、その代表例としてはフェニルサリシレート、４－ｔ－ブチルフェニルサ
リシレート、４－オクチルフェニルサリシレート、ジベンゾイルレゾルシノール、ビス（
４－ｔ－ブチルベンゾイル）レゾルシノール、ベンゾイルレゾルシノール、２，４－ジ－
ｔ－ブチルフェニル　３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシサリシレート、ヘキサデ
シル　３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシサリシレートなどを挙げることができる
。
【０１１５】
　前記アクリレート系化合物としては、その有効吸収波長が約２７０～３５０ｎｍである
化合物が好ましく、その代表例としては２－エチルヘキシル　２－シアノ－３，３－ジフ
ェニルアクリレート、エチル　２－シアノ－３，３－ジフェニルアクリレート、イソオク
チル　２－シアノ－３，３－ジフェニルアクリレート、ヘキサデシル　２－シアノ－３－
（４－メチルフェニル）アクリレート、メチル　２－シアノ－３－メチル－３－（４－メ
トキシフェニル）シンナメート、ブチル　２－シアノ－３－メチル－３－（４－メトキシ
フェニル）シンナメート、メチル　２－カルボメトキシ－３－（４－メトキシフェニル）
シンナメート２－シアノ－３－（４－メチルフェニル）アクリル酸塩、１，３－ビス（２
’－シアノ－３，３’－ジフェニルアクリロイル）オキシ）－２，２－ビス（（（２’－
シアノ－３，３’－ジフェニルアクリロイル）オキシ）メチル）プロパン、Ｎ－（２－カ
ルボメトキシ－２－シアノビニル）－２－メチルインドリン等を挙げることができる。
【０１１６】
　前記シュウ酸ジアミド系化合物としては、その有効吸収波長が約２５０～３５０ｎｍで
あるものが好ましく、その代表例としては４，４’－ジオクチルオキシオキサニリド、２
，２’－ジオクチルオキシ－５，５’－ジ－ｔ－ブチルオキサニリド、２，２’－ジドデ
シルオキシ－５，５’－ジ－ｔ－ブチルオキサニリド、２－エトキシ－２’－エチルオキ
サニリド、Ｎ，Ｎ’－ビス（３－ジメチルアミノプロピル）オキサミド、２－エトキシ－
５－ｔ－ブチル－２’－エチルオキサニリド、２－エトキシ－２’－エチル－５，４’－
ジ－ｔ－ブチルオキサニリド等を挙げることができる。
【０１１７】
　紫外線吸収剤Ｂとしては以下の化合物群（Ｂ）から選ばれる化合物であることが特に好
ましい。化合物群（Ｂ）は次の化合物（ＩＩ－１）～（Ｖ－１）からなる群である。
【０１１８】
［１］前記一般式（ＩＩａ）で表される化合物
（ＩＩ－１）　２－（２’－ヒドロキシ－３’，５’－ジ－ｔ－アミルフェニル）ベンゾ
トリアゾール



(33) JP 2010-92842 A 2010.4.22

10

20

30

40

50

（ＩＩ－２）　２－（３－ｔ－ブチル－５－メチル－２－ヒドロキシフェニル）－５－ク
ロロベンゾトリアゾール
（ＩＩ－３）　２－（２－ヒドロキシ－５－ｔ－オクチルフェニル）ベンゾトリアゾール
（ＩＩ－４）　２－エチルヘキシル－３－［３－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－５－（５
－クロロ－２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）フェニル］プロピオネート
（ＩＩ－５）　２－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－６－ドデシル－４－メチ
ル－フェノール
（ＩＩ－６）　２－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－３－ｔ－ブチルフェノー
ル
（ＩＩ－７）　２－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－６－（１－メチル－１－
フェニルエチル）－４－（１，１－３，３－テトラメチルブチル）フェノール
（ＩＩ－８）　２－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－３－メチルフェノール
（ＩＩ－９）　２－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－６－ドデシル－４－メチ
ル－フェノール
【０１１９】
［２］前記一般式（ＩＩｂ）で表される化合物
（ＩＩ－１０）　２，２’－メチレンビス［６－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル
）－４－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）フェノール］
【０１２０】
［３］前記一般式（ＩＩＩ）で表される化合物
（ＩＩＩ－１）　２，４－ビス（２－ヒドロキシ－４－ブトキシフェニル）－６－（２，
４－ジブトキシフェニル）－１，３，５－トリアジン
（ＩＩＩ－２）　２－［４－［（２－ヒドロキシ－３－（２’－エチル）ヘキシル）オキ
シ］－２－ヒドロキシフェニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３
，５－トリアジン
（ＩＩＩ－３）　２－［４－［（２－ヒドロキシ－３－（２’－エチル）ヘキシル）オキ
シ］－２－ヒドロキシフェニル－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，
５－トリアジン
（ＩＩＩ－４）　２－（４，６－ジフェニル－１，３，５－トリアジン－２－イル）－５
－ヘキシロキシフェノール
（ＩＩＩ－５）　ビスエチルヘキシロキシフェノール　メトキシフェニルトリアジン
【０１２１】
［４］前記一般式（ＩＶ）で表される化合物
（ＩＶ－１）　ヘキシル　２－（４－ジエチルアミノ－２－ヒドロキシベンゾイル）ベン
ゾエート
（ＩＶ－２）　２，２’－ヒドロキシ－４，４’－ジメトキシベンゾフェノン
（ＩＶ－３）　２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン
（ＩＶ－４）　１，４－ビス（４－ベンゾイル－３－ヒドロキシフェノキシ）ブタン
（ＩＶ－５）　２－ヒドロキシ－４－オクトキシベンゾフェノン
（ＩＶ－６）　２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン－５－スルフォニックアシ
ッド
（ＩＶ－７）　２，２’，４，４’－テトラヒドロキシベンゾフェノン
【０１２２】
［５］前記一般式（Ｖ）で表される化合物
（Ｖ－１）　２，２’－（ｐ－フェニレン）ジ－３，１－ベンゾオキサジン－４－オン
【０１２３】
　化合物（ＩＩ－１）は下記に示す構造であり、商品名Ｔｉｎｕｖｉｎ　３２８（チバ・
スペシャルティ・ケミカルズ社製）として市販されている。
　化合物（ＩＩ－２）は下記に示す構造であり、商品名Ｔｉｎｕｖｉｎ　３２６（チバ・
スペシャルティ・ケミカルズ社製）として市販されている。
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　化合物（ＩＩ－３）は下記に示す構造であり、商品名Ｔｉｎｕｖｉｎ　３２９（チバ・
スペシャルティ・ケミカルズ社製）として市販されている。
　化合物（ＩＩ－４）は下記に示す構造であり、商品名Ｔｉｎｕｖｉｎ　１０９（チバ・
スペシャルティ・ケミカルズ社製）として市販されている。
　化合物（ＩＩ－５）は下記に示す構造であり、商品名Ｔｉｎｕｖｉｎ　１７１（チバ・
スペシャルティ・ケミカルズ社製）として市販されている。
　化合物（ＩＩ－６）は下記に示す構造であり、商品名Ｔｉｎｕｖｉｎ　ＰＳ（チバ・ス
ペシャルティ・ケミカルズ社製）として市販されている。
　化合物（ＩＩ－７）は下記に示す構造であり、商品名Ｔｉｎｕｖｉｎ　９２８（チバ・
スペシャルティ・ケミカルズ社製）として市販されている。
　化合物（ＩＩ－８）は以下に示す構造であり、商品名Ｔｉｎｕｖｉｎ　Ｐ（チバ・スペ
シャルティ・ケミカルズ社製）として市販されている。
　化合物（ＩＩ－９）は以下に示す構造であり、商品名Ｔｉｎｕｖｉｎ　２３４（チバ・
スペシャルティ・ケミカルズ社製）として市販されている。
　化合物（ＩＩ－１０）は下記に示す構造であり、商品名Ｔｉｎｕｖｉｎ　３６０（チバ
・スペシャルティ・ケミカルズ社製）として市販されている。
【０１２４】
　化合物（ＩＩＩ－１）は下記に示す構造であり、商品名Ｔｉｎｕｖｉｎ　４６０（チバ
・スペシャルティ・ケミカルズ社製）として市販されている。
　化合物（ＩＩＩ－２）は下記に示す構造であり、商品名Ｃｙａｓｏｒｂ　ＵＶ－１１６
（サイテック社製）として市販されている。
　化合物（ＩＩＩ－３）は下記に示す構造であり、商品名Ｔｉｎｕｖｉｎ　４０５（チバ
・スペシャルティ・ケミカルズ社製）として市販されている。
　化合物（ＩＩＩ－４）は下記に示す構造であり、商品名Ｔｉｎｕｖｉｎ　１５７７（チ
バ・スペシャルティ・ケミカルズ社製）として市販されている。
　化合物（ＩＩＩ－５）は下記に示す構造であり、商品名Ｔｉｎｏｓｏｒｂ　Ｓ（チバ・
スペシャルティ・ケミカルズ社製）として市販されている。
【０１２５】
　化合物（ＩＶ－１）は下記に示す構造であり、商品名Ｕｖｉｎｕｌ　Ａ　ｐｌｕｓ（Ｂ
ＡＳＦ社製）として市販されている。
　化合物（ＩＶ－２）は下記に示す構造であり、商品名Ｕｖｉｎｕｌ　３０４９（ＢＡＳ
Ｆ社製）として市販されている。
　化合物（ＩＶ－３）は下記に示す構造であり、商品名Ｖｉｓｏｒｂ　１１０（共同薬品
社製）として市販されている。
　化合物（ＩＶ－４）は下記に示す構造であり、商品名Ｓｅｅｓｏｒｂ　１５１（シプロ
化成社製）として市販されている。
　化合物（ＩＶ－５）は以下に示す構造であり、商品名Ｃｈｉｍａｓｓｏｒｂ　８１（チ
バ・スペシャルティ・ケミカルズ社製）として市販されている。
　化合物（ＩＶ－６）は以下に示す構造であり、商品名Ｕｖｉｎｕｌ　ＭＳ４０（ＢＡＳ
Ｆ社製）として市販されている。
　化合物（ＩＶ－７）は以下に示す構造であり、商品名Ｕｖｉｎｕｌ　３０５０（ＢＡＳ
Ｆ社製）として市販されている。
　化合物（Ｖ－１）は以下に示す構造であり、商品名サイアソーブＵＶ－３６３８（サイ
テックインダストリーズ社製）として市販されている。
【０１２６】
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【化１７】

【０１２８】
【化１８】

【０１２９】
【化１９】

【０１３０】
　本発明に用いられる紫外線吸収剤Ａ及びＢは、それぞれ単独で存在していてもよいが、
あらかじめあるいは組成物中で結合を形成することで、互いに連結していてもよい。また
、それぞれ重合性基を結合させることでモノマーとし、これを重合させることで紫外線吸
収剤Ａ及びＢを単位構造に含む共重合体となってもよい。紫外線吸収剤ＡおよびＢが結合
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していない別のモノマーを併用して共重合体となってもよい。好ましくは、それぞれ単量
体として組成物になっていたものが、所望の時に重合を行って共重合体を形成する場合で
ある。
【０１３１】
　続いて、本発明に用いられる化合物Ｃについて説明する。化合物Ｃは、下記一般式（Ｔ
Ｓ－Ｉ）～（ＴＳ－Ｖ）のいずれかで表される。
【０１３２】
【化２０】

【０１３３】
　一般式（ＴＳ－Ｉ）中、Ｒ９１は水素原子、アルキル基（シクロアルキル基、ビシクロ
アルキル基、トリシクロアルキル基等の環状アルキル基を含む。）、アルケニル基（シク
ロアルケニル基、ビシクロアルケニル基、トリシクロアルケニル基等の環状アルケニル基
を含む。）、アリール基、ヘテロ環基、アシル基、アルコキシカルボニル基、アリールオ
キシカルボニル基、アルキルスルホニル基（シクロアルキルスルホニル基、ビシクロアル
キルスルホニル基、トリシクロアルキルスルホニル基等の環状アルキルスルホニル基を含
む。）、アリールスルホニル基、ホスフィノ基、ホスフィニル基、又は－Ｓｉ（Ｒ９７）
（Ｒ９８）（Ｒ９９）を表す。ここで、Ｒ９７、Ｒ９８、Ｒ９９は同一でも異なってもい
てもよく、それぞれアルキル基、アルケニル基、アリール基、アルコキシ基又はアルケニ
ルオキシ基、アリールオキシ基を表す。－Ｘ９１－は－Ｏ－、－Ｓ－又は－Ｎ（－Ｒ１０

０）－を表す。ここで、Ｒ１００はＲ９１と同義である。Ｒ９２、Ｒ９３、Ｒ９４、Ｒ９

５、Ｒ９６は互いに同一でも異なってもよく、それぞれ、水素原子又は置換基を表す。Ｒ

９１とＲ９２、Ｒ１００とＲ９６、Ｒ９１とＲ１００は互いに結合して５～７員環を形成
していてもよい。さらに、Ｒ９２とＲ９３、Ｒ９３とＲ９４が互いに結合して、５～７員
環又はスピロ環、ビシクロ環を形成してもよい。但し、Ｒ９１、Ｒ９２、Ｒ９３、Ｒ９４

、Ｒ９５、Ｒ９６、Ｒ１００のすべてが水素原子であることはなく、総炭素数は１０以上
である。
【０１３４】
　本明細書中における基が脂肪族部位を含む場合には、その脂肪族部位は直鎖、分岐鎖又
は環状で飽和であっても不飽和であってもよく、例えばアルキル、アルケニル、シクロア
ルキル、シクロアルケニルを表し、これらは無置換であっても置換基を有していてもよい
。また、アリール部位を含む場合には、そのアリール部位は、単環であっても縮合環であ
ってもよく、無置換であっても置換基を有していてもよい。また、複素環部位を含む場合
には、その複素環部位は環内にヘテロ原子（例えば、窒素原子、イオウ原子、酸素原子）
を持つものであり、飽和環であっても、不飽和環であってもよく、単環であっても縮合環
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であってもよく、無置換であっても置換基を有していてもよく、環状のヘテロ原子で結合
しても、炭素原子で結合してもよい。
【０１３５】
　本発明における置換基とは、置換可能な基であればよく、例えば脂肪族基、アリール基
、複素環基、アシル基、アシルオキシ基、アシルアミノ基、脂肪族オキシ基、アリールオ
キシ基、複素環オキシ基、脂肪族オキシカルボニル基、アリールオキシカルボニル基、複
素環オキシカルボニル基、カルバモイル基、脂肪族スルホニル基、アリールスルホニル基
、複素環スルホニル基、脂肪族スルホニルオキシ基、アリールスルホニルオキシ基、複素
環スルホニルオキシ基、スルファモイル基、脂肪族スルホンアミド基、アリールスルホン
アミド基、複素環スルホンアミド基、脂肪族アミノ基、アリールアミノ基、複素環アミノ
基、脂肪族オキシカルボニルアミノ基、アリールオキシカルボニルアミノ基、複素環オキ
シカルボニルアミノ基、脂肪族スルフィニル基、アリールスルフィニル基、脂肪族チオ基
、アリールチオ基、ヒドロキシ基、シアノ基、スルホ基、カルボキシル基、脂肪族オキシ
アミノ基、アリールオキシアミノ基、カルバモイルアミノ基、スルファモイルアミノ基、
ハロゲン原子、スルファモイルカルバモイル基、カルバモイルスルファモイル基、ホスフ
ィニル基、ホスホリル基等を挙げることができる。
【０１３６】
　前記一般式（ＴＳ－Ｉ）をさらに詳細に述べる。
　Ｒ９１は水素原子、アルキル基（シクロアルキル基、ビシクロアルキル基、トリシクロ
アルキル基等の環状アルキル基等の環状アルキル基を含む、例えば、メチル基、ｉ－プロ
ピル基、ｓ－ブチル基、ドデシル基、メトキシエトキシ基、ベンジル基）、アルケニル基
（シクロアルケニル基、ビシクロアルケニル基を含む、例えば、アリル基）、アリール基
（例えば、フェニル基、ｐ－メトキシフェニル基）ヘテロ環基（例えば２－テトラヒドフ
リル基、ピラニル基）、アシル基（例えばアセチル基、ピバロイル基、ベンゾイル基、ア
クリロイル基）、アルキルもしくはアルケニルオキシカルボニル基（例えばメキシカルボ
ニル基、ヘキサデシルオキシカルボニル基）、アリールオキシカルボニル基（例えばフェ
ノキシカルボニル基、ｐ－メトキシフェノキシカルボニル基）、アルキルスルホニル基（
例えばメタンスルホニル基、ブタンスルホニル基）、アリールスルホニル基（例えばベン
ゼンスルホニル基、ｐ－トルエンスルホニル基）、ホスフィノトリル基（例えばジメトキ
シホスフィノ基、ジフェノキシホスフィノ基）、ホスフィニル基（例えばジエチルホスフ
ィニル基、ジフェニルホスフィニル基）、又は－Ｓｉ（Ｒ９７）（Ｒ９８）（Ｒ９９）を
表す。ここで、Ｒ９７、Ｒ９８、Ｒ９９は同一でも異なってもいてもよく、それぞれアル
キル基（例えばメチル基、エチル基、ｔ－ブチル基、ベンジル基）、アルケニル基（例え
ばアリル基）、アリール基（例えばフェニル基）、アルコキシ基（例えばメトキシ基、ブ
トキシ基）、アルケニルオキシ基（例えばアリルオキシ基）、又はアリールオキシ基（例
えばフェノキシ基）を表す。
【０１３７】
　－Ｘ９１－は、－Ｏ－、－Ｓ－又は－Ｎ（－Ｒ１００）－を表す。ここで、Ｒ１００は
Ｒ９１と同義であり、好ましい範囲も同様である。Ｒ９２、Ｒ９３、Ｒ９４、Ｒ９５、Ｒ

９６は各々同一でも異なってもよく、それぞれ、水素原子又は置換基を表し、置換基とし
ては、ハロゲン原子、アルキル基（シクロアルキル基、ビシクロアルキル基、トリシクロ
アルキル基等の環状アルキル基を含む。）、アルケニル基（シクロアルケニル基、ビシク
ロアルケニル基、トリシクロアルケニル基等の環状アルケニル基を含む。）、アルキニル
基、アリール基、ヘテロ環基、シアノ基、ヒドロキシル基、ニトロ基、カルボキシル基、
アルコキシ基、アリールオキシ基、シリルオキシ基、ヘテロ環オキシ基、アシルオキシ基
、カルバモイルオキシ基、アルコキシカルボニルオキシ基、アリールオキシカルボニルオ
キシ、アミノ基（アニリノ基を含む。）、アシルアミノ基、アミノカルボニルアミノ基、
アルコキシカルボニルアミノ基、アリールオキシカルボニルアミノ基、スルファモイルア
ミノ基、アルキルもしくはアリールスルホニルアミノ基、メルカプト基、アルキルチオ基
、アリールチオ基、ヘテロ環チオ基、スルファモイル基、スルホ基、アルキルもしくはア
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リールスルフィニル基、アルキルもしくはアリールスルホニル基、アシル基、アリールオ
キシカルボニル基、アルコキシカルボニル基、カルバモイル基、アリールもしくはヘテロ
環アゾ基、イミド基、ホスフィノ基、ホスフィニル基、ホスフィニルオキシ基、ホスフィ
ニルアミノ基、シリル基が例として挙げられる。
【０１３８】
　その中でも好ましい置換基としてはアルキル基（例えばメチル基、ｔ－ブチル基、ｔ－
ヘキシル基、ベンジル基）、アルケニル基（アリール基）、アリール基（例えばフェニル
基）、アルコキシカルボニル基（例えば、メトキシカルボニル基、ドデシルオキシカルボ
ニル基）、アリールオキシカルボニル基（例えばフェノキシカルボニル基）、アルキルも
しくはアルケニルスルホニル基（例えばメタンスルホニル基、ブタンスルホニル基）、ア
リールスルホニル基（例えば、ベンゼンスルホニル基、ｐ－ヒドロキシベンゼンスルホニ
ル基）又は－Ｘ９１－Ｒ９１である。
　Ｒ９１とＲ９２、Ｒ１００とＲ９６、Ｒ９１とＲ１００は互いに結合して５～７員環（
例えばクロマン環、モルホリン環）を形成していてもよい。さらに、Ｒ９２とＲ９３、Ｒ

９３とＲ９４が互いに結合して、５～７員環（例えばクロマン環、インダン環）又はスピ
ロ環、ビシクロ環を形成してもよい。但し、Ｒ９１、Ｒ９２、Ｒ９３、Ｒ９４、Ｒ９５、
Ｒ９６、Ｒ１００のすべてが水素原子であることはなく、総炭素数は１０以上であり、好
ましくは総炭素数１６以上である。
【０１３９】
　本発明に用いられる前記一般式（ＴＳ－Ｉ）で表される化合物は、特公昭６３－５０６
９１号公報の一般式（Ｉ）、特公平２－３７５７５号公報の一般式（ＩＩＩａ）（ＩＩＩ
ｂ）（ＩＩＩｃ）、同２－５０４５７号公報の一般式、同５－６７２２０号公報の一般式
、同５－７０８０９の一般式（ＩＸ）、同６－１９５３４号公報の一般式、特開昭６２－
２２７８８９号公報の一般式（Ｉ）、同６２－２４４０４６号公報の一般式（Ｉ）（ＩＩ
）、特開平２－６６５４１号公報の一般式（Ｉ）（ＩＩ）、同２－１３９５４４号公報の
一般式（ＩＩ）（ＩＩＩ）、同２－１９４０６２号公報の一般式（Ｉ）、同２－２１２８
３６号公報の一般式（Ｂ）、（Ｃ）、（Ｄ）、同３－２００７５８号公報の一般式（ＩＩ
Ｉ）、同３－４８８４５号公報の一般式（ＩＩ）（ＩＩＩ）、同３－２６６８３６号公報
の一般式（Ｂ）、（Ｃ）、（Ｄ）、同３－９６９４４０号公報の一般式（Ｉ）、同４－３
３０４４０号公報の一般式（Ｉ）、同５－２９７５４１号公報の一般式（Ｉ）、同６－１
３０６０２号公報の一般式、国際公開ＷＯ９１／１１７４９号パンフレットの一般式（１
）、（２）、（３）、独国特許出願公開第４００８７８５Ａ１号明細書の一般式（Ｉ）、
米国特許第４９３１３８２号明細書の一般式（ＩＩ）、欧州特許第２０３７４６Ｂ１号明
細書の一般式（ａ）、欧州特許第２６４７３０Ｂ１号明細書の一般式（Ｉ）等で表される
化合物を包含する。
　前記一般式（ＴＳ－Ｉ）で表される化合物としては、下記一般式（ＴＳ－ＩＡ）～（Ｔ
Ｓ－ＩＧ）で表される化合物が挙げられ、本発明においてはこれらの構造の化合物が好ま
しい。
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【化２１】

【０１４０】
　前記一般式（ＴＳ－ＩＡ）～（ＴＳ－ＩＧ）において、Ｒ９１～Ｒ９７は一般式（ＴＳ
－Ｉ）で定義したものと同じであり、好ましい範囲も同様である。Ｒａ１～Ｒａ４は水素
原子又は脂肪族基を表し、Ｘ９２及びＸ９３は２価の連結基を表す。２価の連結基として
は、例えば、アルキレン基、オキシ基、スルホニル基を表す。式中、同一分子中の同記号
は同じであっても異なっていてもよい。
【０１４１】
　前記一般式（ＴＳ－ＩＩ）中、Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０３、Ｒ１０４は各々独立に
、水素原子、アルキル基（シクロアルキル基、ビシクロアルキル基、トリシクロアルキル
基等の環状アルキル基を含む。）、アルケニル基（シクロアルケニル基、ビシクロアルケ
ニル基、トリシクロアルケニル基等の環状アルケニル基を含む。）を表し、Ｒ１０１とＲ
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　Ｘ１０１は水素原子、アルキル基（シクロアルキル基、ビシクロアルキル基、トリシク
ロアルキル基等の環状アルキル基を含む。）、アルケニル基（シクロアルケニル基、ビシ
クロアルケニル基、トリシクロアルケニル基等の環状アルケニル基を含む。）基、アルコ
キシ基、アルケニルオキシ基、アルキルもしくはアルケニルオキシカルボニル基、アリー
ルオキシカルボニル基、アシル基、アシルオキシ基、アルキルオキシカルボニルオキシ基
、アルケニルオキシカルボニルオキシ基、アリールオキシカルボニルオキシ基、アルキル
もしくはアルケニルスルホニル基、アリールスルホニル基、アルキルもしくはアルケニル
スルフィニル基、アリールスルフィニル基、スルファモイル基、カルバモイル基、ヒドロ
キシ基又はオキシラジカル基を表す。
　Ｘ１０２は５～７員環を形成するのに必要な非金属原子群を表す。
【０１４２】
　前記一般式（ＴＳ－ＩＩ）をさらに詳細に述べる。
　式中、Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０３、Ｒ１０４は、水素原子、アルキル基（例えばメ
チル基、エチル基）、アルケニル基（例えばアリル基）であるが、好ましくはアルキル基
である。
　Ｘ１０１は、水素原子、アルキル基（例えばメチル基、エチル基）、アルケニル基（例
えば、アリル基）、アルキルオキシ基（例えばメトキシ基、オクチルオキシ基、シクロヘ
キシルオキシ基）、アルケニルオキシ基（例えばアリルオキシ基）、アルキルオキシカル
ボニル基（例えばメトキシカルボニル基、ヘキサデシルオキシカルボニル基）、アルケニ
ルオキシカルボニル基（例えば、アリルオキシカルボニル基）、アリールオキシカルボニ
ル基（例えばフェノキシカルボニル基、ｐ－クロロフェノキシカルボニル基）、アシル基
（例えばアセチル基、ピバロイル基、メタクリロイル基）、アシルオキシ基（例えばアセ
トキシ基、ベンゾイルオキシ基）、アルキルオキシカルボニルオキシ基（例えば、メトキ
シカルボニルオキシ基、オクチルオキシカルボニルオキシ基）、アルケニルオキシカルボ
ニルオキシ基（例えば、アリルオキシカルボニルオキシ基）、アリールオキシカルボニル
オキシ基（例えばフェノキシカルボニルオキシ基）、アルキルスルホニル基（例えばメタ
ンスルホニル基、ブタンスルホニル基）、アルケニルスルホニル基（例えば、アリルスル
ホニル基）、アリールスルホニル基（例えばベンゼンスルホニル基、ｐ－トルエンスルホ
ニル基）、アルキルスルフィニル基（例えばメタンスルフィニル基、オクタンスルフィニ
ル基）、アルケニルスルフィニル基（例えば、アリルスルフィニル基）、アリールスルフ
ィニル基（例えばベンゼンスルフィニル基、ｐ－トルエンスルフィニル基）、スルファモ
イル基（例えばジメチルスルファモイル基）、カルバモイル基（例えばジメチルカルバモ
イル基、ジエチルカルバモイル基）、ヒドロキシ基又はオキシラジカル基を表す。
　Ｘ１０２は５～７員環（例えばピペリジン環、ピペラジン環）を形成するのに必要な非
金属原子群を表す。
【０１４３】
　前記一般式（ＴＳ－ＩＩ）においては、更に好ましくは、Ｒ１０３、Ｒ１０４、Ｒ１０

５、Ｒ１０６が共に炭素数１～３のアルキル基であり、Ｘ１０１がオキシラジカル、炭素
数１～１２のアルキル基、炭素数３～１２のアルケニル基、炭素数５～１２のシクロアル
キル基、炭素数２～１４のアシル基、又は炭素数６～２０のアリール基であり、Ｘ１０２

がシクロヘキサン環を形成するものである。
　前記一般式（ＴＳ－ＩＩ）は下記一般式（ＴＳ－ＩＩａ）で表される場合が特に好まし
い。
【０１４４】
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【化２２】

【０１４５】
　式中、Ｘ１０１は前記一般式（ＴＳ－ＩＩ）におけるＸ１０１と同義であり、好ましい
範囲も同様である。Ｒ２００は１価の置換基を表す。１価の置換基としては上述した１価
の置換基の例が挙げられる。
【０１４６】
　本発明に用いられる前記一般式（ＴＳ－ＩＩ）で表される化合物は、特公平２－３２２
９８号公報の一般式（Ｉ）、同３－３９２９６号公報の一般式（Ｉ）、同３－４０３７３
号公報の一般式、特開平２－４９７６２号公報の一般式（Ｉ）、同２－２０８６５３号公
報の一般式（ＩＩ）、同２－２１７８４５号公報の一般式（ＩＩＩ）、米国特許第４９０
６５５５号明細書の一般式（Ｂ）、欧州特許出願公開第３０９４００Ａ２号明細書の一般
式、同第３０９４０１Ａ１号明細書の一般式、同第３０９４０２Ａ１号明細書の一般式等
で表される化合物を包含する。
【０１４７】
　前記一般式（ＴＳ－ＩＩＩ）中、Ｒ１０５、Ｒ１０６は水素原子、脂肪族基、アシル基
、脂肪族オキシカルボニル基、芳香族オキシカルボニル基、脂肪族スルホニル基、芳香族
スルホニル基を表し、Ｒ１０７は脂肪族基、脂肪族オキシ基、芳香族オキシ基、脂肪族チ
オ基、芳香族チオ基、アシルオキシ基、脂肪族オキシカルボニルオキシ基、芳香族オキシ
カルボニルオキシ基、置換アミノ基、複素環基、ヒドロキシ基を表し、可能な場合にはＲ

１０５とＲ１０６、Ｒ１０６とＲ１０７、Ｒ１０５とＲ１０７は互いに結合し、５～７員
環を形成してもよいが、２，２，６，６－テトラアルキルピペリジン骨格を形成する場合
を除く。但し、Ｒ１０５、Ｒ１０６の両方が水素原子であることはなく、総炭素数は７以
上である。
【０１４８】
　前記一般式（ＴＳ－ＩＩＩ）を更に詳細に述べる。
　式中、Ｒ１０５、Ｒ１０６は水素原子、脂肪族基（例えばメチル基、エチル基、ｔ－ブ
チル基、オクチル基、メトキシエトキシ基）、アシル基（例えばアセチル基、ピバロイル
基、メタクリロイル基）、脂肪族オキシカルボニル基（例えばメトキシカルボニル基、ヘ
キサデシルオキシカルボニル基）、芳香族オキシカルボニル基（例えばフェノキシカルボ
ニル基）、脂肪族スルホニル基（例えばメタンスルホニル基、ブタンスルホニル基）、芳
香族スルホニル基（例えば、フェニルスルホニル基）を表し、Ｒ１０７は脂肪族基（例え
ばメチル基、エチル基、ｔ－ブチル基、オクチル基、メトキシエトキシ基）、脂肪族オキ
シ基（例えばメトキシ基、オクチルオキシ基）、芳香族オキシ基（例えばフェノキシ基、
ｐ－メトキシフェノキシ基）、脂肪族チオ基（例えばメチルチオ基、オクチルチオ基）、
芳香族チオ基（例えばフェニルチオ基、ｐ－メトキシフェニルチオ基）、アシルオキシ基
（例えばアセトキシ基、ピバロイルオキシ基）、脂肪族オキシカルボニルオキシ基（例え
ばメトキシカルボニルオキシ基、オクチルオキシカルボニルオキシ基）、芳香族オキシカ
ルボニルオキシ基（例えばフェノキシカルボニルオキシ基）、置換アミノ基（置換基とし
ては置換可能ならばよく、例えば脂肪族基、芳香族基、アシル基、脂肪族スルホニル基、
芳香族スルホニル基等の置換したアミノ基）、複素環基（例えばピペリジン環、チオモル
ホリン環）、ヒドロキシ基を表し、可能な場合にはＲ１０５とＲ１０６、Ｒ１０６とＲ１

０７、Ｒ１０５とＲ１０７は互いに結合し、５～７員環（例えばピペリジン環、ピラゾリ
ジン環）を形成してもよい。但し、Ｒ１０５、Ｒ１０６の両方が水素原子であることはな
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く、総炭素数は７以上である。
【０１４９】
　本発明に用いられる前記一般式（ＴＳ－ＩＩＩ）で表される化合物は、特公平６－９７
３３２号公報の一般式（Ｉ）、特公平６－９７３３４号公報の一般式（Ｉ）、特開平２－
１４８０３７号公報の一般式（Ｉ）、同２－１５０８４１号公報の一般式（Ｉ）、同２－
１８１１４５号公報の一般式（Ｉ）、同３－２６６８３６号公報の一般式（Ｉ）、同４－
３５０８５４号公報の一般式（ＩＶ）、同５－６１１６６号公報の一般式（Ｉ）等で表さ
れる化合物を包含する。
　前記一般式（ＴＳ－ＩＩＩ）で表される化合物としては、下記一般式（ＴＳ－ＩＩＩＡ
）～（ＴＳ－ＩＩＩＤ）で表される化合物が挙げられ、本発明においてはこれらの構造の
化合物が好ましい。
【０１５０】
【化２３】

【０１５１】
　前記一般式（ＴＳ－ＩＩＩＡ）～（ＴＳ－ＩＩＩＤ）において、Ｒ１０５～Ｒ１０６は
前記一般式（ＴＳ－ＩＩＩ）で定義したものと同じであり、好ましい範囲も同様である。
Ｒｂ１～Ｒｂ３はＲ１０５と同義であり、好ましい範囲も同様である。Ｒｂ４、Ｒｂ５、
Ｒｂ６は脂肪族基を表す。Ｘ１０３は５～７員環を形成するのに必要な非金属原子群を表
す。
【０１５２】
　前記一般式（ＴＳ－ＩＶ）中、Ｒ１１１、Ｒ１１２は脂肪族基を表し、Ｒ１１１とＲ１

１２は互いに結合し、５～７員環を形成してもよい。ｎは０、１、２を表す。但しＲ１１

１、Ｒ１１２の総炭素数は１０以上である。
【０１５３】
　前記一般式（ＴＳ－ＩＶ）を更に詳細に述べる。
　前記一般式（ＴＳ－ＩＶ）中、Ｒ１１１、Ｒ１１２は脂肪族基（例えばメチル基、メト
キシカルボニルエチル基、ドデシルオキシカルボニルエチル基）を表し、Ｒ１１１とＲ１

１２は互いに結合し、５～７員環（例えばテトラヒドロチオフェン環、チオモルホリン環
）を形成してもよい。ｎは０、１、２を表す。但し、Ｒ１１１、Ｒ１１２の総炭素数は１
０以上である。
　本発明に用いられる前記一般式（ＴＳ－ＩＶ）で表される化合物は、特公平２－４４０
５２号の一般式（Ｉ）、特開平３－４８２４２号公報の一般式（Ｔ）、同３－２６６８３
６号公報の一般式（Ａ）、同５－３２３５４５号公報の一般式（Ｉ）（ＩＩ）（ＩＩＩ）
、同６－１４８８３７号公報の一般式（Ｉ）、米国特許第４９３３２７１号明細書の一般
式（Ｉ）等で表される化合物を包含する。
【０１５４】
　前記一般式（ＴＳ－Ｖ）中、Ｒ１２１、Ｒ１２２は脂肪族オキシ基、芳香族オキシ基を
表し、Ｒ１２３は脂肪族基、芳香族基、脂肪族オキシ基、芳香族オキシ基を表し、ｍは０
又は１を表す。Ｒ１２１とＲ１２２、Ｒ１２１とＲ１２３は互いに結合し、５～８員環を
形成してもよい。但し、Ｒ１２１、Ｒ１２２、Ｒ１２３の総炭素数は１０以上である。
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【０１５５】
　前記一般式（ＴＳ－Ｖ）を更に詳細に述べる。
　前記一般式（ＴＳ－Ｖ）中、Ｒ１２１、Ｒ１２２は脂肪族オキシ基（例えばメトキシ基
、ｔ－オクチルオキシ基）、芳香族オキシ基（例えばフェノキシ基、２，４－ジ－ｔ－ブ
チルフェノキシ基）を表し、Ｒ１２３は脂肪族基（例えばメチル基、エチル基、ｔ－オク
チル基）、芳香族基（例えばフェニル基、４－ｔ－ブチルフェニル基）、脂肪族オキシ基
（例えばメトキシ基、ｔ－オクチルオキシ基）、芳香族オキシ基（例えばフェノキシ基、
４－ｔ－ブチルフェノキシ基）を表し、ｍは０又は１を表す。Ｒ１２１とＲ１２２、Ｒ１

２１とＲ１２３は互いに結合し、５～８員環を形成してもよい。但し、Ｒ１２１、Ｒ１２

２、Ｒ１２３の総炭素数は１０以上である。
　本発明に用いられる前記一般式（ＴＳ－Ｖ）で表される化合物は、特開平３－２５４３
７号公報の一般式（Ｉ）、同３－１４２４４４号公報の一般式（Ｉ）、米国特許第４７４
９６４５号明細書の一般式、同第４９８０２７５号明細書の一般式等で表される化合物を
包含する。
【０１５６】
　前記一般式（ＴＳ－Ｉ）～（ＴＳ－Ｖ）のいずれかで表される化合物は、前記一般式（
ＴＳ－Ｉ）、（ＴＳ－ＩＩ）、又は（ＴＳ－Ｖ）のいずれかで表される化合物から選ばれ
たものであることが好ましく、前記一般式（ＴＳ－Ｉ）又は（ＴＳ－ＩＩ）で表される化
合物から選ばれたものがより好ましく、前記一般式（ＴＳ－ＩＩ）で表される化合物であ
ることがさらに好ましい。前記一般式（ＴＳ－ＩＩ）で表される化合物としては、２，２
，６，６－テトラアルキルピペリジン骨格からなるものが特に好ましい。
【０１５７】
　前記一般式（ＴＳ－Ｉ）～（ＴＳ－Ｖ）のいずれかで表される化合物の具体的化合物例
を以下に示すが、本発明はこれらに限定されるものではない。尚、前記一般式（ＴＳ－Ｉ
）に該当する化合物には、ＴＩ－１～５７が、前記一般式（ＴＳ－ＩＩ）に該当する化合
物には、ＴＩＩ－１～３６が、前記一般式（ＴＳ－ＩＩＩ）に該当する化合物には、ＴＩ
ＩＩ－１～１３が、前記一般式（ＴＳ－ＩＶ）に該当する化合物には、ＴＩＶ－１～６が
、前記一般式（ＴＳ－Ｖ）に該当する化合物には、ＴＶ－１～８が、参照番号として付さ
れている。
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【化３９】

【０１７３】
【化４０】

【０１７４】



(57) JP 2010-92842 A 2010.4.22

10

20

【化４１】

【０１７５】



(58) JP 2010-92842 A 2010.4.22

10

20

30

【化４２】

【０１７６】



(59) JP 2010-92842 A 2010.4.22

10

20

30

40

50

【化４３】

【０１７７】
【化４４】

【０１７８】
　前記一般式（ＴＳ－Ｉ）～（ＴＳ－Ｖ）のいずれかで表される化合物として好ましくは
、前記一般式（ＴＳ－Ｉ）、（ＴＳ－ＩＩ）又は（ＴＳ－Ｖ）のいずれかで表される化合
物である。より好ましくは前記一般式（ＴＳ－Ｉ）又は（ＴＳ－ＩＩ）で表される化合物
である。
【０１７９】
　前記一般式（ＴＳ－Ｉ）～（ＴＳ－Ｖ）のいずれかで表される化合物が２種以上含まれ



(60) JP 2010-92842 A 2010.4.22

10

20

30

40

50

る場合、同一の群から２種以上併用しても良いし（例えば、前記一般式（ＴＳ－ＩＩ）で
表される化合物を２種類使用する場合）、複数の群に亘って２種以上併用しても良い（例
えば、前記一般式（ＴＳ－Ｉ）で表される化合物と前記一般式（ＴＳ－ＩＩ）で表される
化合物をそれぞれ１種類ずつ使用する場合）。好ましくは、複数の群に亘って２種以上併
用する場合である。
【０１８０】
　続いて本発明に用いられるブルーイング剤Ｄについて説明する。
　本発明におけるブルーイング剤とは、橙色ないし黄色の光線を吸収することにより青色
ないし紫色を呈する着色剤をいう。本発明に用いられる樹脂組成物において更に黄色味を
減少させ成形品に自然な透明感を付与するためにはブルーイング剤の使用は非常に有効で
ある。本発明に用いられるブルーイング剤Ｄとしては、種々の化合物を用いることができ
、例えば、アントラキノン系化合物、フタロシアニン系化合物、モノアゾ系化合物、ジア
ゾ系化合物、トリアリルメタン系化合物などが挙げられる。具体例としては、一般名：Ｓ
ｏｌｖｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　１３［ＣＡ．Ｎｏ（カラーインデックスＮｏ）６０７２５
；バイエル社製「マクロレックスバイオレットＢ」、三菱化学（株）製「ダイアレジンブ
ルーＧ」、住友化学工業（株）製「スミプラストバイオレットＢ」、有本化学工業（株）
製「Ｐｌａｓｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　８８４０」、紀和化学（株）製「ＫＰ　Ｐｌａｓｔ　Ｖ
ｉｏｌｅｔ　２Ｒ」、東京化成工業（株）製「キニザリンブルー」、いずれも商標名］、
一般名：Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　３１［ＣＡ．Ｎｏ　６８２１０；商標名　三菱
化学（株）製「ダイアレジンバイオレットＤ」］、一般名：Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅ
ｔ　３３［ＣＡ．Ｎｏ　６０７２５；商標名　三菱化学（株）製「ダイアレジンブルーＪ
」］、一般名：Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　９４［ＣＡ．Ｎｏ　６１５００；商標名　三
菱化学（株）製「ダイアレジンブルーＮ」］、一般名：Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　
３６［ＣＡ．Ｎｏ　６８２１０；商標名　バイエル社製「マクロレックスバイオレット３
Ｒ」］、一般名：Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　９７［商標名バイエル社製「マクロレック
スブルーＲＲ」］、および一般名：Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　４５［ＣＡ．Ｎｏ　６１
１１０；商標名　サンド社製「ポリシンスレンブルーＲＬＳ」］が代表例として挙げられ
る。
【０１８１】
　本発明における樹脂組成物中、樹脂に対する前記紫外線吸収剤Ａの含有量は特に制限さ
れないが、樹脂１００質量部に対し０．０１～２０質量部であることが好ましく、０．０
１～１０質量部であることが更に好ましく、０．０１～５質量部であることが更に好まし
い。
【０１８２】
　本発明における樹脂組成物中、前記紫外線吸収剤Ｂは３種類以下含有されることが好ま
しく、２種類含有されることがより好ましく、１種類のみ含有されることが特に好ましい
。化合物Ｃは数種類含有されてもよい。
【０１８３】
　本発明における樹脂組成物中、紫外線吸収剤ＡまたはＢあるいは化合物Ｃの含有比率は
任意の比率であってよい。紫外線吸収剤Ａと紫外線吸収剤Ｂとの含有比率（Ａ：Ｂ）は、
０：１と１：０を除く任意の比率であってよく、好ましくは１：１０～１０：１である。
より好ましくは６：１～１：４であり、最も好ましくは４：１～１：４である。なお、本
発明における含有比率はモル比で表すものとする。紫外線吸収剤の分子量がわかっていれ
ばモル比を質量比に変換できるので、当業者は質量比を元に含有させる（混合する）こと
もできる。本発明における樹脂組成物中の化合物Ｃの含有量は、紫外線吸収剤Ａのモル数
および紫外線吸収剤Ｂのモル数のうち小さい方を１（基準値）としたときに、化合物Ｃの
モル数の比で０～１０が好ましく、更に好ましくは０～７であり、更に好ましくは０～５
であり、更に好ましくは０～２である。
【０１８４】
　本発明における樹脂組成物中のブルーイング剤Ｄの含有量は制限されないが、好ましく
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は紫外線吸収剤Ａの１００質量部に対して０．００００１～１質量部含有することが好ま
しい。含有量としてより好ましくは０．０１～１質量部であり、更に好ましくは０．０３
～１質量部であり、更に好ましくは０．０５～０．８質量部であり、最も好ましくは０．
０５～０．５質量部である。
【０１８５】
　また、本発明の樹脂組成物に用いられる高分子物質について詳細に説明する。本発明に
おいては使用される高分子物質は特に制限されないが、例えば、天然又は合成ポリマーも
しくはコポリマーである。例えば以下のものが挙げられる。
＜１＞　モノオレフィン及びジオレフィンのポリマー、例えばポリプロピレン、ポリイソ
ブチレン、ポリブテ－１－エン、ポリ－４－メチルペンテ－１－エン、ポリビニルシクロ
ヘキサン、ポリイソプレン又はポリブタジエン、並びにシクロオレフィン、例えばシクロ
ペンテン又はノルボルネンのポリマー、ポリエチレン（所望により架橋され得る）、例え
ば高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）、高密度及び高分子量ポリエチレン（ＨＤＰＥ－ＨＭ
Ｗ）、高密度及び超高分子量ポリエチレン（ＨＤＰＥ－ＵＨＭＷ）、中密度ポリエチレン
（ＭＤＰＥ）、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）、線状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ
）、（ＶＬＤＰＥ）及び（ＵＬＤＰＥ）。
【０１８６】
　ポリオレフィン、すなわち前の段落において例示したモノオレフィンのポリマー、好ま
しくはポリエチレン及びポリプロピレンは、異なる方法によりそしてとりわけ以下の方法
により調製され得る：
ａ）ラジカル重合（通常は高圧下において及び高められた温度において）。
ｂ）通常、周期表のＩＶｂ、Ｖｂ、ＶＩｂ又はＶＩＩＩ群の金属の一つ又はそれ以上を含
む触媒を使用した触媒重合。これらの金属は通常、一つ又はそれ以上の配位子、典型的に
はπ－又はσ－配位し得るオキシド、ハロゲン化物、アルコレート、エステル、エーテル
、アミン、アルキル、アルケニル及び／又はアリールを有する。これらの金属錯体は遊離
形態であるか、又は基材に、典型的には活性化塩化マグネシウム、チタン（ＩＩＩ）クロ
リド、アルミナ又は酸化ケイ素に固定され得る。これらの触媒は、重合媒体中に可溶又は
不溶であり得る。該触媒は重合においてそのまま使用され得、又は他の活性化剤、典型的
には金属アルキル、金属ヒドリド、金属アルキルハライド、金属アルキルオキシドまたは
金属アルキルオキサンであって、該金属が周期表のＩａ、ＩＩａ及び／又はＩＩＩａ群の
元素であるものが使用されることができる。該活性化剤は、他のエステル、エーテル、ア
ミン又はシリルエーテル基で都合良く変性され得る。これらの触媒系は、通常、フィリッ
プス、スタンダード・オイル・インディアナ、チグラー（－ナッタ）、ＴＮＺ（デュポン
）、メタロセン又はシングルサイト触媒（ＳＳＣ）と命名される。
【０１８７】
＜２＞　前記＜１＞項で言及されたポリマーの混合物、例えばポリプロピレンとポリイソ
ブチレン、ポリプロピレンとポリエチレン（例えば、ＰＰ／ＨＤＰＥ、ＰＰ／ＬＤＰＥ）
の混合物、及び異なる型のポリエチレンの混合物（例えば、ＬＤＰＥ／ＨＤＰＥ）。
【０１８８】
＜３＞　モノオレフィン及びジオレフィンの互いの又は他のビニルモノマーとのコポリマ
ー、例えばエチレン／プロピレンコポリマー、線状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）及
びそれの低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）との混合物、プロピレン／ブテ－１－エンコポ
リマー、プロピレン／イソブチレンコポリマー、エチレン／ブテ－１－エンコポリマー、
エチレン／ヘキセンコポリマー、エチレン／メチルペンテンコポリマー、エチレン／ヘプ
テンコポリマー、エチレン／オクテンコポリマー、エチレン／ビニルシクロヘキサンコポ
リマー、エチレン／シクロオレフィンコポリマー（例えば、ＣＯＣ（Ｃｙｃｌｏ－Ｏｌｅ
ｆｉｎ　Ｃｏｐｏｌｙｍｅｒ）のようなエチレン／ノルボルネン）、１－オレフィンが現
場で生成されるエチレン
／１－オレフィンコポリマー、プロピレン／ブタジエンコポリマー、イソブチレン／イソ
プレンコポリマー、エチレン／ビニルシクロヘキセンコポリマー、エチレン／アルキルア
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クリレートコポリマー、エチレン／アルキルメタクリレートコポリマー、エチレン／酢酸
ビニルコポリマー又はエチレン／アクリル酸コポリマー及びそれらの塩（アイオノマー）
、ならびにエチレンとプロピレン及びへキサジエン、ジシクロペンタジエン又はエチリデ
ン－ノルボルネンのようなジエンとのターポリマー；及びそのようなコポリマーの互いの
及び１）で上述したポリマーとの混合物、例えばポリプロピレン／エチレン－プロピレン
コポリマー、ＬＤＰＥ／エチレン－酢酸ビニルコポリマー（ＥＶＡ）、ＬＤＰＥ／エチレ
ン－アクリル酸コポリマー（ＥＡＡ）、ＬＬＤＰＥ／ＥＶＡ、ＬＬＤＰＥ／ＥＡＡ及び交
互の又はランダムのポリアルキレン／一酸化炭素コポリマー及びそれらの他のポリマー、
例えばポリアミドとの混合物。
【０１８９】
＜４＞　水素化変性物（例えば粘着付与剤）を含む炭化水素樹脂（例えば炭素原子数５な
いし９）及びポリアルキレン及びデンプンの混合物。
【０１９０】
　前記＜１＞ないし＜４＞項のホモポリマー及びコポリマーは、シンジオタクチック、ア
イソタクチック、ヘミ－アイソタクチック又はアタクチックを含むいずれの立体構造をも
有し得；アタクチックポリマーが好ましい。ステレオブロックポリマーもまた含まれる。
【０１９１】
＜５＞　ポリスチレン、ポリ（ｐ－メチルスチレン）、ポリ（α－メチルスチレン）。
【０１９２】
＜６＞　スチレン、α－メチルスチレン、ビニルトルエンの全ての異性体、とりわけｐ－
ビニルトルエン、エチルスチレン、プロピルスチレン、ビニルビフェニル、ビニルナフタ
レン、及びビニルアントラセンの全ての異性体、及びそれらの混合物を含む芳香族ビニル
モノマーから誘導された芳香族ホモポリマー及びコポリマー。ホモポリマー及びコポリマ
ーはシンジオタクチック、アイソタクチック、ヘミ－アイソタクチック又はアタクチック
を含むいずれの立体構造をも有し得；アタクチックポリマーが好ましい。ステレオブロッ
クポリマーもまた含まれる。
【０１９３】
＜６ａ＞　エチレン、プロピレン、ジエン、ニトリル、酸、マレイン酸無水物、マレイミ
ド、酢酸ビニル及び塩化ビニル又はそのアクリル誘導体及び混合物から選択される上述さ
れた芳香族ビニルモノマー及びコモノマーを含むコポリマー、例えば、スチレン／ブタジ
エン、スチレン／アクリロニトリル、スチレン／エチレン（共重合体）、スチレン／アル
キルメタクリレート、スチレン／ブタジエン／アルキルアクリレート、スチレン／ブタジ
エン／アルキルメタクリレート、スチレン／マレイン酸無水物、スチレン／アクリロニト
リル／メチルアクリレート；スチレンコポリマー及び他のポリマー、例えばポリアクリレ
ート、ジエンポリマー又はエチレン／プロピレン／ジエンターポリマーの高耐衝撃性の混
合物；及びスチレン／ブタジエン／スチレン、スチレン／イソプレン／スチレン、スチレ
ン／エチレン／ブチレン／スチレン又はスチレン／エチレン／プロピレン／スチレンのよ
うなスチレンのブロックコポリマー。
【０１９４】
＜６ｂ＞　前記＜６＞項で言及されたポリマーの水素化から誘導された水素化芳香族ポリ
マー、とりわけアタクチックポリスチレンを水素化することにより調製され、しばしばポ
リビニルシクロヘキサン（ＰＶＣＨ）として言及されるポリシクロヘキシルエチレン（Ｐ
ＣＨＥ）を含む。
【０１９５】
＜６ｃ＞　前記＜６ａ＞項で言及されたポリマーの水素化から誘導された水素化芳香族ポ
リマー。
【０１９６】
　ホモポリマー及びコポリマーはシンジオタクチック、アイソタクチック、ヘミ－アイソ
タクチック又はアタクチックを含むいずれの立体構造をも有し得；アタクチックポリマー
が好ましい。ステレオブロックポリマーもまた含まれる。
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【０１９７】
＜７＞　スチレン又はα－メチルスチレンのような芳香族ビニルモノマーのグラフトコポ
リマー、例えばポリブタジエンにスチレン、ポリブタジエン－スチレン又はポリブタジエ
ン－アクリロニトリルコポリマーにスチレン；ポリブタジエンにスチレン及びアクリロニ
トリル（又はメタクリロニトリル）；ポリブタジエンにスチレン、アクリロニトリル及び
メチルメタクリレート；ポリブタジエンにスチレン及びマレイン酸無水物；ポリブタジエ
ンにスチレン、アクリロニトリル及びマレイン酸無水物又はマレイミド；ポリブタジエン
にスチレン及びマレイミド；ポリブタジエンにスチレン及びアルキルアクリレート又はメ
タクリレート；エチレン／プロピレン／ジエンターポリマーにスチレン及びアクリロニト
リル；ポリアルキルアクリレート又はポリアルキルメタクリレートにスチレン及びアクリ
ロニトリル；アクリレート／ブタジエンコポリマーにスチレン及びアクリロニトリル、並
びにそれらの前記＜６＞項に列挙されたコポリマーとの混合物、例えばＡＢＳ、ＳＡＮ、
ＭＢＳ、ＡＳＡ又はＡＥＳポリマーとして既知であるコポリマー混合物。
【０１９８】
＜８＞　ポリクロロプレン、塩素化ゴム、イソブチレン－イソプレンの塩素化及び臭素化
コポリマー（ハロブチルゴム）、塩素化又はスルホ塩素化ポリエチレン、エチレン及び塩
素化エチレンのコポリマー、エピクロロヒドリンホモ－及びコポリマー、とりわけハロゲ
ン含有ビニル化合物のポリマー、例えばポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビニリデン、ポリフッ
化ビニル、ボリフッ化ビニリデン、ならびに塩化ビニル／塩化ビニリデン、塩化ビニル／
酢酸ビニル又は塩化ビニリデン／酢酸ビニルコポリマーのようなそれらのコポリマー、の
ようなハロゲン含有ポリマー。
【０１９９】
＜９＞　α，β－不飽和酸及びから誘導されたポリマー、及びポリアクリレート及びポリ
メタクリレートのようなその誘導体；ブチルアクリレートで耐衝撃改善されたポリメチル
メタクリレート、ポリアクリルアミド及びポリアクリロニトリル。
【０２００】
＜１０＞　前記＜９＞項で言及されたモノマーの互いの又は他の不飽和モノマーとのコポ
リマー、例えばアクリロニトリル／ブタジエンコポリマー、アクリロニトリル／アルキル
アクリレートコポリマー、アクリロニトリル／アルコキシアルキルアクリレート又はアク
リロニトリル／ビニルハライドコポリマー又はアクリロニトリル／アルキルメタクリレー
ト／ブタジエンターポリマー。
【０２０１】
＜１１＞　不飽和アルコール及びアミンから誘導されたポリマー又はそれらのアシル誘導
体又はアセタール、例えばポリビニルアルコール、ポリ酢酸ビニル、ポリビニルステアレ
ート、ポリビニルベンゾエート、ポリビニルマレエート、ポリビニルブチラール、ポリア
リルフタレート又はポリアリルメラミン；ならびに前記＜１＞項で言及されたオレフィン
とそれらのコポリマー。
【０２０２】
＜１２＞　ポリアルキレングリコール、ボリエチレンオキシド、ポリプロピレンオキシド
またはビスグリシジルエーテルとそれらのコポリマーのような環式エーテルのホモポリマ
ー及びコポリマー。
【０２０３】
＜１３＞　ポリオキシメチレン及びコモノマーとしてエチレンオキシドを含むポリオキシ
メチレンのようなポリアセタール；熱可塑性ポリウレタン、アクリレートまたはＭＢＳで
変性されたポリアセタール。
【０２０４】
＜１４＞　ポリフェニレンオキシド及びスルフィド、及びポリフェニレンオキシドとスチ
レンポリマー又はポリアミドとの混合物。
【０２０５】
＜１５＞　一方はヒドロキシル基末端を有するポリエーテル、ポリエステル及びポリブタ
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ジエンと、他方は脂肪族又は芳香族のポリイソシアナートから誘導されたポリウレタン、
ならびにそれらの前駆体。
【０２０６】
＜１６＞　ジアミシとジカルボン酸から及び／又はアミノカルボン酸又は対応するラクタ
ムから誘導されたポリアミド及びコポリアミド、例えばポリアミド４、ポリアミド６、ポ
リアミド６／６、６／１０、６／９、６／１２、４／６、１２／１２、ポリアミド１１、
ポリアミド１２、ｍ－キシレンジアミン及びアジピン酸から開始した芳香族ポリアミド；
へキサメチレンジアミン及びイソフタル酸及び／又はテレフタル酸から及び変性剤として
のエラストマーを用いて又は用いずに調製されたポリアミド、例えばポリ－２，４，４－
トリメチルヘキサメチレンテレフタルアミド又はポリ－ｍ－フェニレンイソフタルアミド
：及び上述されたポリアミドとポリオレフィン、オレフィンコポリマー、アイオノマー又
は化学的に結合されたか又はグラフトされたエラストマーとのブロックコポリマー；又は
例えばポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール又はポリテトラメチレングリ
コールのようなポリエーテルとのブロックコポリマー；ならびにＥＰＤＭ又はＡＢＳで変
性されたポリアミド又はコポリアミド；及び加工の間に縮合されたポリアミド（ＲＩＭポ
リアミド系）。
【０２０７】
＜１７＞　ポリ尿素、ポリイミド、ボリアミド－イミド、ポリエーテルイミド、ポリエス
テルイミド、ポリヒダントイン及びポリベンズイミダゾール。
【０２０８】
＜１８＞　ジカルボン酸とジオールから及び／又はヒドロキシカルボン酸又は対応するラ
クトンから誘導されたポリエステル、例えばポリエチレンテレフタレート、ポリブチレン
テレフタレート、ポリ－１，４－ジメチロールシクロヘキサンテレフタレート、ポリアル
キレンナフタレート（ＰＡＮ）及びポリヒドロキシベンゾエート、ならびにヒドロキシル
末端ポリエーテルから誘導されたブロックコポリエーテルエステル；及びまたポリカーボ
ネート又はＭＢＳで変性されたポリエステル。米国特許第５，８０７，９３２号明細書（
２欄、５３行）で定義されたようなポリエステル及びポリエステルコポリマーは、参照と
してここに組込まれる。
【０２０９】
＜１９＞　ポリカーボネート及びポリエステルカーボネート。
【０２１０】
＜２０＞　ポリケトン。
【０２１１】
＜２１＞　ポリスルホン、ポリエーテルスルホン及びポリエーテルケトン。
【０２１２】
＜２２＞　一成分としてのアルデヒドと他成分としてのフェノール、尿素及びメラミンと
から誘導された架橋ポリマー、例えばフェノール／ホルムアルデヒド樹脂、尿素／ホルム
アルデヒド樹脂及びメラミン／ホルムアルデヒド樹脂。
【０２１３】
＜２３＞　乾性及び非乾性アルキド樹脂。
【０２１４】
＜２４＞　飽和及び不飽和ジカルボン酸と多価アルコールと架橋剤としてのビニル化合物
とから誘導された不飽和ポリエステル樹脂、及び更に低燃性のそのハロゲン含有変性体。
【０２１５】
＜２５＞　置換アクリレート、例えばエポキシアクリレート、ウレタンアクリレート又は
ポリエステルアクリレートから誘導された架橋性アクリル樹脂。
【０２１６】
＜２６＞　メラミン樹脂、尿素樹脂、イソシアネート、イソシアヌレート、ポリイソシア
ネート又はエポキシ樹脂を用いて架橋されたアルキド樹脂、ポリエステル樹脂及びアクリ
レート樹脂。
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【０２１７】
＜２７＞　脂肪族、脂環式、複素環式又は芳香族グリシジル化合物から誘導された架橋エ
ポキシ樹脂、例えば、促進剤を用いて又は用いずに、無水物又はアミンのような慣例の硬
化剤で架橋されている、ビスフェノールＡ及びビスフェノールＦのグリシジルエーテル生
成物。
【０２１８】
＜２８＞　天然ポリマー、例えばセルロース、ゴム、ゼラチン及び化学的に変性されたそ
れらの同族列の誘導体、例えばセルロースアセテート、セルロースプロピオネート及びセ
ルロースブチレート、又はセルロースエーテル、例えばメチルセルロース；並びにロジン
及びそれらの誘導体。
【０２１９】
＜２９＞　上述のポリマーの配合物（ポリブレンド）、例えばＰＰ／ＥＰＤＭ、ポリアミ
ド／ＥＰＤＭ又はＡＢＳ、ＰＶＣ／ＥＶＡ、ＰＶＣ／ＡＢＳ、ＰＶＣ／ＭＢＳ、ＰＣ／Ａ
ＢＳ、ＰＢＴＰ／ＡＢＳ、ＰＣ／ＡＳＡ、ＰＣ／ＰＢＴ、ＰＶＣ／ＣＰＥ、ＰＶＣ／アク
リレート、ＰＯＭ／熱可塑性ＰＵＲ、ＰＣ／熱可塑性ＰＵＲ、ＰＯＭ／アクリレート、Ｐ
ＯＭ／ＭＢＳ、ＰＰＯ／ＨＩＰＳ、ＰＰＯ／ＰＡ６．６及びコポリマー、ＰＡ／ＨＤＰＥ
、ＰＡ／ＰＰ、ＰＡ／ＰＰＯ、ＰＢＴ／ＰＣ／ＡＢＳ又はＰＢＴ／ＰＥＴ／ＰＣ。
【０２２０】
＜３０＞　純粋なモノマー状化合物又は前記化合物の混合物である天然及び合成有機材料
、例えば鉱油、動物及び植物脂肪、油及びワックス、又は合成エステル（例えばフタレー
ト、アジペート、ホスフェート又はトリメリテート）をベースとする油、脂肪及びワック
ス、及び更に何れかの質量比の合成エステルと鉱油との混合物、代表的には繊維紡糸組成
物として使用される混合物、並びに前記材料の水性エマルジョン。
【０２２１】
＜３１＞　天然又は合成ゴムの水性エマルジョン、例えば天然ラテックス又はカルボキシ
ル化スチレン／ブタジエンコポリマーのラテックス。
【０２２２】
＜３２＞　ポリシロキサン類、例えば、アメリカ合衆国特許第４２５９４６７号明細書に
記載された軟質、親水性のポリシロキサン、及び、例えば、アメリカ合衆国特許第４３５
５１４７号明細書に記載された硬質ポリオルガノシロキサン。
【０２２３】
＜３３＞　不飽和アクリルポリアセトアセテート樹脂と又は不飽和アクリル樹脂と組み合
わせたポリケチミン。前記不飽和アクリル樹脂はウレタンアクリレート、ポリエステルア
クリレート、ペンダント不飽和基を持つビニル若しくはアクリルコポリマー、及びアクリ
ル化されたメラミンを包含する。前記ポリケチミンは、酸触媒の存在下で、ポリアミンと
ケトンから製造される。
【０２２４】
＜３４＞　エチレン性不飽和モノマー又はオリゴマー及び多不飽和脂肪族オリゴマーを含
む輻射線硬化性組成物。
【０２２５】
＜３５＞　ＬＳＥ－４１０３［商品名、モンサント（Ｍｏｎｓａｎｔｏ）社製］のような
エポキシ官能性の共エーテル化された高固形分メラミン樹脂により架橋された光安定化エ
ポキシ樹脂のようなエポキシメラミン樹脂。
【０２２６】
　本発明に用いられる高分子物質は、合成ポリマーである場合が好ましく、ポリオレフィ
ン、アクリル系ポリマー、ポリエステル、ポリカーボネート、セルロースエステルがより
好ましい。中でも、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリ（４－メチルペンテン）、ポリ
メタクリル酸メチル、ポリカーボネート、ポリエチレンテレフタレート、ポリエチレンナ
フタレート、ポリブチレンテレフタレート、トリアセチルセルロースが特に好ましい。
　本発明に用いられる高分子物質は、熱可塑性樹脂であることが好ましい。
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【０２２７】
　本発明に用いられるアクリル樹脂としては市販の製品をはじめ様々なものを用いること
ができ、例えば三菱レイヨン（株）製、商品名ハイペットＨＢＳ－０００、三菱レイヨン
（株）製、商品名アクリペットＶＨ００１などを用いることができる。また本発明で用い
るポリカーボネート樹脂としては市販の製品をはじめ様々なものを用いることができ、例
えば、帝人化成（株）製、商品名パンライトＬ－１１２５Ｙなどを用いることができる。
また、本発明で用いるポリエステル樹脂としては市販の製品をはじめ様々なものを用いる
ことができ、例えば、東洋紡績（株）製、商品名ＰＥＴＭＡＸペットレジンなどを用いる
ことができる。また本発明で用いるポリオレフィン樹脂としては市販の製品をはじめ様々
なものを用いることができ、例えば、日本ポリエチレン（株）製、商品名：ノバテックＬ
Ｄなどを用いることができる。
【０２２８】
　本発明における樹脂組成物は、アクリル樹脂、ポリカーボネート樹脂、ポリエステル樹
脂、及びポリオレフィン樹脂からなる群から選択される少なくとも１種の樹脂を含有する
ことが特に好ましい。
【０２２９】
　本発明における樹脂組成物には、必要に応じて、性能を損なわない範囲で、任意の方法
で種々の任意の添加剤を含有させることができる。このような添加剤としては、染料・顔
料等の着色剤；顔料や光拡散剤の分散性を改善するための展着剤や分散剤；アクリル酸エ
ステル・メタクリル酸エステル類を主成分とするコアシェル型グラフト構造を有するゴム
状重合体等に代表される耐衝撃性改質剤；リン酸エステルのような難燃剤；パルミチン酸
、ステアリルアルコールのような滑剤；有機系及び無機系の抗菌剤；帯電防止剤などが挙
げられる。なお、これらは必要に応じて複数を併用することもできる。
【０２３０】
　本発明における樹脂組成物は、各成分の所定量をヘンシェルミキサー、タンブラー等の
混合装置で機械的に混合し、一軸又は二軸のスクリュー押出機、バンバリーミキサー等を
用い、樹脂によって適当な温度、例えば２００～２６０℃の温度で十分に溶融混練し、そ
の後造粒してペレット化する方法等の公知の一般的方法によって製造することができる。
【０２３１】
　本発明の照明カバー（前記樹脂組成物の成形体）の製造方法としては、特に限定されず
、射出成形、押出成形、ブロー成形、圧縮成形等の公知の方法や、押出成形によりシート
状に成形したあと、所望の形状に真空成形、圧空成形、真空圧空成形、プレス成形する等
の熱成形方法を用いることができる。
【０２３２】
　本発明の照明カバーは、例えば、ランプの前面を覆うように装着されるものであっても
よいし、光源を内蔵するような中空のチューブ状であってもよい。また、角型、Ｕ字型、
グローブ型など種々の形状であっても良い。成形物の肉厚は４ｍｍ以下であることが好ま
しく、３ｍｍ以下であることが更に好ましい。０．２ｍｍ以上であることが実際的である
。
【０２３３】
　本発明の照明カバーは透明であってもよいし、乳白色で光の拡散を伴うことにより、ラ
ンプからの光を和らげ、ランプイメージを和らげるタイプであってもよい。したがって、
本発明の照明カバーは、全光線透過率が４０％以上であることが好ましく、より好ましく
は５０％以上である。全光線透過率が４０％以上であれば、暗くなりすぎず、適度にラン
プからの光を和らげることができる。また、４３０ｎｍ～４８０ｎｍの透過率の最大値か
ら５５０ｎｍ～６００ｎｍの透過率の最小値を引いた値が１５％以下であることが好まし
く、１０％以下であることがさらに好ましく、８％以下であることがさらに好ましく、６
％以下であることがもっとも好ましい。
【０２３４】
　このような照明カバーは、各種照明器具、例えば、シーリングライト、ペンダント型ラ
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イト、流し元灯、浴室灯、シャンデリア、スタンド、ブラケット、行燈、ガレージライト
、軒下灯、門柱灯、ポーチライト、ガーデンライト、エントランスライト、足元灯、階段
灯、誘導灯、防犯灯、ダウンライト、ベースライト、電飾看板、サイン灯等用のカバー、
自動車、自動二輪車等を初めとする車両用灯具向けのカバー等に好適に用いることができ
る。
　また、本発明における紫外線吸収剤Ａを含む樹脂組成物を眼鏡レンズ等に使用すること
によって、照明からの紫外光を間接的にカットし、目の疲れを抑える等の効果が期待でき
る。
【０２３５】
　本発明の照明カバーは、種々の光源に対して用いることができる。好ましくは蛍光灯あ
るいはＨＩＤランプ（Ｈｉｇｈ　Ｉｎｔｅｎｓｉｔｙ　Ｄｉｓｃｈａｒｇｅ　Ｌａｍｐｓ
：金属蒸気中の放電によって発光するメタルハライドランプ、高圧ナトリウムランプ、水
銀ランプの総称で、高輝度放電ランプ（高輝度放電灯）とも呼ばれる）であり、最も好ま
しくは蛍光灯である。
【０２３６】
　本発明の照明カバーは、虫を誘引しやすい波長の光を取り除く用途に使用される。
　本発明の照明カバーは、飛翔昆虫などの虫を誘引しやすい波長の光を長波長域まで効率
的にカットすることで、虫を近寄りにくくさせることができる。しかも、黄色味が無く透
明感の高い樹脂成形物を用いることで、照明点灯時の見た目を損なうことがない。さらに
、耐光性に優れるため、長期間使用しても黄色に着色してしまうことがない。
【０２３７】
　以下、本発明を実施例に基づき更に詳細に説明するが、本発明はこれらに限定されるも
のではない。
【実施例】
【０２３８】
実施例１
（紫外線吸収剤試料の調製）
　下記表１のように紫外線吸収剤Ａ及びＢ、並びに化合物Ｃを組み合わせ、ブルーイング
剤Ｄとして前記の一般名：Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　１３である東京化成工業（株
）製、商品名「キニザリンブルー」を添加して紫外線吸収剤試料０～１８を調製した。な
お、下記表１中、紫外線吸収剤Ａと紫外線吸収剤Ｂと化合物Ｃとの比率（Ａ：Ｂ：Ｃ）は
、モル比で表してある。ブルーイング剤Ｄは試料１～１５について化合物Ａの１００質量
部に対して０．１７３質量部となる量を添加する。試料０および１４～１８にはブルーイ
ング剤は添加しない。
【０２３９】
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【表１】

【０２４０】
　なお、紫外線吸収剤Ａ又はＢとして用いた化合物の極大吸収波長、および極大吸収波長
に対する３２０ｎｍにおける吸光度は、各化合物について濃度約５×１０－５ｍｏｌ・ｄ
ｍ－３の酢酸エチル溶液を調製し、１ｃｍ石英セルにて島津製作所製分光光度計ＵＶ－３
６００（商品名）を用いてＵＶスペクトルを測定した。得られたスペクトルチャートから
極大吸収波長、半値幅、極大吸収波長に対する３２０ｎｍにおける吸光度を算出した。結
果を下記表２に示す。
【０２４１】
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【表２】

【０２４２】
　前記化合物Ｘ－１は、特開２００５－２０６８３０号公報において４１０ｎｍまでの長
波紫外線を効率的にカットすることが知られている公知の化合物である。構造を以下に示
す。
【０２４３】

【化４５】

【０２４４】
実施例２
（ポリカーボネート試料板２００～２１８の作製）
　ポリカーボネート樹脂（ＰＣ）［帝人化成（株）製、商品名パンライト］３ｋｇに対し
て試料０を、紫外線吸収剤Ａが３ｇとなるように加え、ステンレス製タンブラーで１時間
攪拌した。この混合物を二軸練押出し混練機で３００℃にて溶融混合し、常法によって成
形用ペレットを作製した。このペレットを用いて射出成形機で厚さ１ｍｍの試料板２００
を作製した。
　また、試料板２００の作製において試料０を試料１～１３と置き換えた以外は同様にし
て試料板２０１～２１３を作製した。また、試料板２００の作製において試料０を紫外線
吸収剤Ａが３ｇとなる量加えるところを、試料１６～試料１８を紫外線吸収剤Ａが９ｇと
なる量加えるように変更した以外は全く同様にして試料板２１６～２１８を作製した。ま
た、試料板２００の作製において紫外線吸収剤Ｂが３ｇとなるように試料１４又は１５を
加えたこと以外は同様にして試料板２１４および試料板２１５を作製した。
　得られた試料板は目視で判断したところ、いずれもほぼ無色であった。得られた試料板
２００及び２０１の透過率スペクトルをそれぞれ図２及び３に示す。
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　本発明の試料板はいずれも４３０ｎｍ～４８０ｎｍの透過率の最大値から５５０ｎｍ～
６００ｎｍの透過率の最小値を引いた値が１５％以下であり、また全光線透過率が４０％
以上であった。
【０２４５】
実施例３
（ポリエチレンテレフタレート試料板３００～３１８の作製）
　実施例２のポリカーボネート樹脂板の作製においてポリカーボネート樹脂をポリエチレ
ンテレフタレート樹脂（ＰＥＴ）に置き換え、二軸押出し混練の温度を３００℃から２７
０℃に変更したこと以外は同様にして試料板３００～３１８を作製した。得られた試料板
は目視で判断したところ、いずれもほぼ無色であった。
【０２４６】
＜評価＞
（試料板の耐光性評価）
　得られた試料板２００～２１８及び３００～３１８について、Ｕ－４１００スペクトロ
フォトメーター（商品名、日立ハイテクノロジーズ（株）製）を用いて透過率測定の測定
を実施した。その結果、試料板２００～２１３、２１６～２１８、３００～３１３及び３
１６～３１８は長波紫外線を４１０ｎｍまで十分にカットしていた。一方、試料板２１４
、２１５、３１４及び３１５は４１０ｎｍまでカットしきれず長波紫外線のカットが不十
分であった。
【０２４７】
　続いて、キセノンランプ（イーグルエンジニアリング製），照度１７万ルクスにて１５
０時間の光照射を実施し、Ｕ－４１００スペクトロフォトメーター（商品名、日立ハイテ
クノロジーズ（株）製）を用いてｂ＊値の測定を実施した。測定した各値について下記式
に基づいてΔｂ＊を計算した。
　　Δｂ＊＝（キセノン照射後のｂ＊値）－（キセノン照射前のｂ＊値）
　なお、ｂ＊値はＪＩＳ　Ｚ　８７２９に規定されている。
　得られた値について、Δｂ＊が４より小さいものを○、４以上で５より小さいものを△
、５以上のものを×と判定した。結果を表３に示す。
【０２４８】
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【表３】

【０２４９】
　表３の結果から明らかなように、本発明の照明カバー（樹脂組成物によって得られた成
形板）は、キセノン照射による黄変の程度が非常に小さかった（試料板２００～２１３）
。一方、本発明における紫外線吸収剤Ａを含有せず、長波紫外線を十分カットできなかっ
た試料板（試料板２１４及び２１５）、並びに本発明に該当しない紫外線吸収剤Ａを含有
する試料板（試料板２１６～２１８）は、激しく黄変した。
　したがって、本発明の照明カバーは、照明点灯時の見た目を損なうことがなく、しかも
耐光性に優れ、長期間使用しても黄色に着色することがない。
【０２５０】
（飛来昆虫の誘引防止効果の評価）
　１０ｍ四方の部屋の中心にてライトボックスＮＥＷ５０００（商品名、富士フイルム（
株）製）を光源として点灯した。光照射面を覆うように前記試料板３００～３１８を設置
し照明カバーとして使用した。また、光照射面から２０ｃｍの高さに３０ｃｍ×３０ｃｍ
の大きさの粘着シートを設置した。部屋にユスリカ５００匹を放し、光に誘引され粘着シ
ートに捕獲された虫の数により飛来昆虫の誘引性を評価した。補虫数が５０未満のものを
○、５０以上のものを×と判定した。なお、いずれの試料板を照明カバーとして用いた場
合も、無色であるため照明の見た目を損なわなかった。結果を表４に示す。
【０２５１】
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【表４】

【０２５２】
（虫誘引性結果）
　表４の結果から明らかなように、本発明の照明カバー（樹脂組成物によって得られた成
形板）は、光による飛翔昆虫の誘引を防止することができた（試料板３００～３１３）。
一方、本発明における紫外線吸収剤Ａを含有せず、長波紫外線を十分カットできない試料
板は、飛翔昆虫の誘引防止効果が不十分であった（試料板３１４及び３１５）。試料板３
１６～３１８は、４１０ｎｍまでの長波紫外線をカットすることが知られている公知の化
合物を含有するため光による飛翔昆虫の誘引を防止することができたが、上述のとおり、
耐光性に劣り、激しく黄変する。
　したがって、本発明の照明カバーは、飛翔昆虫などの虫を誘引しやすい波長の光を長波
長域まで効率的にカットすることで、虫を近寄りにくくさせることができる。
【０２５３】
　以上の結果から明らかなように、本発明に用いられる紫外線吸収剤Ａは、広波長域にわ
たる紫外線吸収能を持ち、より長波側まで紫外線をカットしつつ無色性に優れる。したが
って、本発明により、飛翔昆虫の飛来を防止するとともに照明点灯時の見た目を損なわず
、さらに著しく耐光性に優れる照明カバーを提供することができる。
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